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第４章 自然科学分析

第１節 分析の概要

本節では、次節以降に記載する自然科学分析を実施した経緯と、結果の概要及び考察を述べる。

１ 基盤層のテフラ分析（第２節）

実施の経緯 堆積した土層について考える場合、供給源がどこか、何によって運搬されたのかをとら

えることが重要となる。当遺跡は、地形学的には台地上にあり、河川堆積や崩落性堆積などによる砕

屑物（砂や泥など）がもたらされにくい位置にある。当遺跡のⅥ層の堆積は木曽川の氾濫と考えられ

る（第３章第１節基本層序参照）が、その上のⅠ層～Ⅴ層の堆積の要因が明確になっていない。その

ため、遺跡の生活面（遺構面）がはっきりと確認できていない。この基盤となっている木曽川泥流堆

積物（堆積時期約５０，０００年前）の上位に堆積する土層が約２mの厚さを持っているため、砕屑物の供

給があったことは確実である。低位段丘面が形成された後のことであるから水成とは考えにくく、風

成による堆積を考えざるを得ない。そこで、テフラ分析を行い、火山灰の有無を確認することで、堆

積要因がある程度明確になると考えた。

結果の概要と考察 基本層序のⅠ層からⅣ層にかけて火山ガラス含有率の高まりが見られる。この火

山ガラスは分析の結果、姶良 Tn火山灰を起源とするものであることが判明した。さらに火山ガラス

含有率が５０％前後であること、円磨されている火山ガラスが多いことから、再堆積の可能性が極めて

高いことが判明した。よって、Ⅵ層（木曽川泥流堆積物）より上位層は風成による堆積であり、遺跡

の生活面は、時代によって大きな変化はないと考えられる。

２ 古墳時代前期竪穴住居跡出土炭化材の樹種同定（第３節）

実施の経緯 東野Ⅳ期（古墳時代前期）の竪穴住居跡から出土した炭化材は、建築部材として使用さ

れていたものと思われる。建築部材の樹種同定は、関市の砂行遺跡（弥生時代末期）や美濃加茂市の

尾崎遺跡（古墳時代前期・後期）でも行われているが、同定された樹種は、遺跡や時代により違いが

認められ、当遺跡とほぼ同時期の尾崎遺跡９２号住居跡では、クリが確認されているだけである。また、

砂行遺跡では花粉分析結果と炭化材の樹種から周囲に生育していたものを建築部材として利用してい

るとされている。当遺跡においても、周辺植生を推定する手がかりを得るため、８軒の竪穴住居跡出

土炭化材の樹種を同定する必要があると考えた。さらに、SP２０６の方形に組まれた部材は、建築部材

とは異なる樹種である可能性が考えられるため、その確認を行う必要があると考えた。

結果の概要と考察 分析の結果、針葉樹８種、常緑広葉樹７種、落葉広葉樹１９種、分類不能広葉樹８

種という様々な樹種を確認した。また、屋根材に利用されていただろうススキ属・タケ亜科を確認し

た。このことから、当遺跡周辺には豊富な森林が存在していたことが判明した。さらに、当地域の自

然植生である照葉樹林が成立していたことから、東野Ⅳ期（古墳時代前期）では人為的な森林破壊は

あまり進行していないことが判明した。Ⅳ c期に属する大型の竪穴住居跡 SH１１と２本柱の SH６は建

築部材としてクリを多用している。周辺遺跡の祭祀的要素を持つ住居跡や大型の住居跡ではクリを多

用した傾向にあることから、当遺跡の SH６や SH１１は、こういった要素を持つ可能性が指摘できる。
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また、SP２０６出土の方形に組まれた炭化材は、８軒の竪穴住居跡出土炭化材と樹種の違いは認められ

なかった。

３ 放射性炭素年代測定（第４節）

実施の経緯 当遺跡から出土した炭化材のうち、出土状況から住居の建築部材として用いられていた

ことが明確なものは、住居が廃絶された（焼失した）年代を示し、そこで用いられていた土器の実年

代を知る有効な試料となる。また、最近の AMS法による年代測定によって、従来推定されていた年

代とは異なる測定値が示されている。このため自然科学分析による年代測定値により、現在４世紀前

半と推定されている土器編年による年代の確認を行う必要がある。５点の試料による年代差と出土土

器の変化を確認し、集落変遷を検討する材料とする必要があると考えた。当遺跡で確認した土器棺墓

は、長胴甕の形状から構築時期は８世紀初頭と考えられるが、この甕に付着した炭化物を年代測定す

ることで、さらに実年代に即したものになる可能性が高いと考えた。また、中濃地域の甕の変遷を裏

付ける貴重な資料となりうると考えた。

結果の概要と考察 SH８、SH１１、SH１４については、AD３２０～３９０年という結果となり、従来の年代値

と一致した。また、東野Ⅳ期を遺構の重複関係や出土遺物から３段階に分けたが、東野Ⅳ b期の SH

１１、SH１４が AD３２０～３６０年の間に属するのに対し、東野Ⅳ c期の SH１１が AD３２５～３９０年の間に属する

という結果となり、放射性炭素年代測定の面からも、当遺跡の時期設定は妥当であることが判明した。

残り２点（SH１３、SP２０６）については、それぞれ２世紀前後、２世紀前半という結果となった。これ

は、試料がどちらともヒノキ属であり、測定部位によってデータの矛盾を引き起こした可能性が考え

られる。

SZ２出土土器付着炭化物から、AD６５０～７２０年という結果を得た。これは、想定していた８世紀初

頭という時期を裏付けるが、さらにやや遡る可能性も示唆している。

４ 土器胎土と粘土塊分析（第５節）

実施の経緯 SH７（１点）と SH１４（３点）から粘土塊が出土した。住居跡から出土する粘土塊は、

その住居で使用する土器を製作する材料として用いられる可能性が指摘されている。当遺跡において

も、その可能性を検討するため、粘土塊の分析と土器の胎土分析を実施し、粘土塊が実際にどこで採

取され、それが土器製作の材料として用いられていたかどうかを確認する必要があると考えた。分析

する土器は、前述の竪穴住居跡２軒から、土師器の主要３器種（甕、壺、高坏）と当遺跡ではやや特

殊な形状の壺（H２２１）を抽出した。

結果の概要と考察 土器づくりの粘土は一般的に微化石類を良好に含む。分析試料の粘土塊、粘土は

微化石類を含まない材料であり、砂粒組成が近隣地の堆積物の組成を示すことから、段丘堆積物の粘

土であると推定できる。土器の胎土分析では、２点を除き、当遺跡周辺の粘土を用いて土器の製作を

行ったと考えられる。しかし、２８６、４２０はこの地域ではあまり知られていない堆積環境の堆積物であ

ることが判明した。これらの分析結果から２８６や４２０は搬入品の可能性が高いと考えられる。
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５ 大型植物化石（第６節）

実施の経緯 ４世紀前半の SH６からは、雑穀と思われる炭化した種子が多量に出土した。当時は水

田耕作が一般化し、米が主食であったとされているが、縄文時代以来の堅果類や動物性食糧も食して

いたとされる。しかし、雑穀類に関してはあまり報告例が無く、その耕作地に関しても問題にされる

ことは少ない。そこで、今回出土した雑穀と思われるものが何であるのかを明らかにする必要がある

と考えた。

結果の概要と考察 出土した大型植物化石はアサの種実であった。古代日本では繊維資源として重要

な植物であったが、食用、製油用、薬用などの目的も考えられる。

第２節 基盤層のテフラ分析

１ はじめに

当遺跡が立地する段丘の東端崖に、遺跡の基盤層が露出していた。このため、基盤層の形成期ある

いは地形面の検討を行うために、この基盤層堆積物の検討を行った。分析は、藤根久・今村美智子（パ

レオ・ラボ）が担当した。

２ 試料と分析方法

分析試料は、１．４mの堆積物について５cm間隔で２５試料を採取し、そのうちの１２試料について鉱物

分析を行った（図２４５、図版８２）。なお、堆積物は、上位層からⅠ層～Ⅵ層に区分した。堆積物の特徴

は、次の通りである。

Ⅰ層；現生根を含む締まりのある黒色土壌。深度２３０～２９０mm。Ⅱ層；φ５～１０mmの礫が点在する

黒灰色土壌。深度４６０～５１０mm。Ⅲ層；粘性の高い黄褐色粘土層。深度５７０～６７０mm。Ⅳ層；上位層よ

り粘性の弱い淡黒黄色粘土層。φ１mm前後の白色粒子を含む。深度８００～８７０mm。Ⅴ層；粘性の強

い明黄褐色粘土層。深度１０４０～１０８０mm。Ⅵ層；粘性の強い礫混じり赤褐色粘土層。深度１４８０mm。Ⅵ

層より下位層は、やや固結した黄褐色風化軽石混じりシルト層、黄褐色風化礫混じり粘土層、固結し

た黄褐色砂礫層（泥流堆積物）が見られる。これら固結した堆積物は、木曽川泥流堆積物と考えられ

る。なお、調査地は、鹿野（１９９０）の地形面区分では中位段丘堆積物または木曽川泥流堆積物分布域

に対応する。

（１）鉱物分析

鉱物分析は、以下に示す方法に従った。

①各試料は１０g程度秤量し、恒温乾燥機で良く乾燥した後、乾燥重量を秤量し含水比を求めた。②各

試料は２０g程度秤量し、１φ（０．５mm）、２φ（０．２５mm）、３φ（０．１２５mm）、４φ（０．０６３mm）のフ

ルイを重ね湿式フルイ分けした。各フルイ残渣について乾燥後秤量し粒度組成とした。また４φ以上

の残渣を含砂率として求めた。③４φの残渣について 重液（テトラブロモエタン：比重２．９０～２．９６）

を用いて軽鉱物と重鉱物の分離を行ない、分離した各試料の乾燥重量を秤量し重・軽鉱物比とした。

④重液分離をした軽鉱物と重鉱物について封入剤（レークサイトセメント）を用いてプレパラートを

作成した。⑤軽鉱物は石英（Qt）、長石（Pl）、火山ガラス（Gl）、不明（Opq）に分類し、重鉱物は

かんらん石（Ol）、イディングサイト（In）、単斜輝石（Cpx）、斜方輝石（Opx）、角閃石（Ho）、磁鉄

第２節 基盤層のテフラ分析 3



鉱（Mag）に分類し、風化粒子などの不明鉱物以外の鉱物が２００以上になるまで分類・計数を行った。

なお、火山ガラスの形態は、吉川周作（１９７６）の分類基準に基づき、扁平型無突起（Ha）、扁平型有

突起（Hb）、中間型曲線状（Ca）、中間型直線状（Cb）、多孔質曲線状（Ta）、多孔質直線状（Tb）、

その他の７形態に分類した。

（２）屈折率測定

ガラスの屈折率については、横山ほか（１９８６）の方法に従って、温度変化型屈折率測定装置（RIMS

８６）を用いて屈折率（n）を測定し、その結果を範囲（range）で表した。

３ 結果

（１）テフラの鉱物組成分析（表１９４、図２５４）

砂粒分の粒度組成は下位に向かって１φ残渣が増加する傾向がある。Ⅵ層は、中位の№２０，２２にお

いて、やや細粒な値を示すものの、含砂率も高く、粗粒寄りの組成である。重・軽鉱物比は、軽鉱物

の割合がⅠ～Ⅴ層において７４～８５％の値となる。軽鉱物の鉱物組成は、Ⅰ～Ⅳ層（№１～１１）では火

山ガラスが４０％以上を占め、特に№５では６２％を占める。Ⅴ層以下では石英が約１０％含まれる。ガラ

スの形態分類は扁平型有突起（Hb）と中間型曲線状（Ca）が多く、扁平型有突起（Hb）は１９～２７％

の値となり、中間型曲線状（Ca）は１５～３２％の値となる。ついで扁平型無突起（Ha）と中間型直線

状（Cb）が多いが、どちらの形態も５％以下である。なお、Ⅵ層（№１８，２０，２２，２４）は、岩片及び風

化粒子などの不明鉱物を非常に多く含む。重鉱物の組成は、Ⅰ～Ⅳ層（№１～１１）では斜方輝石を主

体とする組成である。いずれの試料も６７％以上を斜方輝石が占めている。Ⅴ及びⅥ層（№１４～２４）は

斜方輝石と磁鉄鉱を主体とする組成である。斜方輝石は３７～６２％、磁鉄鉱は２８～５４％を占める。全層

位において角閃石類は約１６％以下の値を示し、単斜輝石は９％以下の値を示す。

（２）屈折率測定（表１９４、図２５４）

屈折率測定は、最も火山ガラスの含有率の高い№５と、軽鉱物比が高く比較的火山ガラスの含有率

も高い№８の扁平型火山ガラスを用いて行った。№５の火山ガラスの屈折率は、範囲１．４９７４－１．４９９９、

平均値１．４９８５を示し、№８の火山ガラスの屈折率は、範囲１．４９８３－１．５００７、平均値１．４９９４を示す。

以上の特徴から、堆積物中に含まれる火山ガラスは、姶良 Tnテフラ（ATテフラ）と同定される。

なお、観察された火山ガラスの多くは、丸みを帯びたガラスが含まれることから、二次堆積の可能性

が考えられる。また、Ⅰ～Ⅳ層（№１～１１）にかけて火山ガラスの含有率の高まりが見られるが、最

も含有率の高い№５前後のⅡ層下部に姶良 Tn火山灰のピークが存在すると考えられる。

【姶良 Tnテフラ：AT】

Ⅰ～Ⅳ層（№１～１１）に見られる扁平型有突起火山ガラス及び中間型曲線状火山ガラスを主体とし

た火山ガラスは、その形態的特徴及び火山ガラスの屈折率値から町田・新井（１９７６）の姶良 Tnテフ

ラと推定される。町田・新井（１９７６）によると、姶良 Tnテフラは細粒であり、細砂鉱物のうち９０％

以上を火山ガラスが占め、無色透明な鋭い端を持つ平板状火山ガラスで構成されることが特徴として

挙げられている。なお、火山ガラスの屈折率測定結果は範囲がおおよそ１．４９７４－１．５００７となり、姶良

Tnテフラの従来値の範囲１．４９８－１．５０１（町田・新井２００３）にほぼ同様である。姶良 Tnテフラの分布

域は広く、日本列島を覆うことが確認されている（町田・新井２００３）。姶良 Tnテフラの噴出年代は、

２６，０００～２９，０００年前と推定されている（町田・新井２００３）。
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図２５４ 堆積物の特徴と鉱物組成図及び屈折率分布図
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表１９４ 堆積物の分析結果
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第３節 古墳時代前期竪穴住居跡出土炭化材の樹種同定

１ はじめに

ここでは、古墳時代前期の竪穴住居跡（SH４・SH６・SH６土坑内・SH７・SH８・SH９・SH１１・

SH１３・SH１４遺物包含層・SH１４）から出土した炭化材９１４点と炭化核の樹種同定結果を報告する。

各住居跡から出土した炭化材の多くは、本来の形状が不明の破片である。しかし、焼失住居跡であ

ることから、炭化材の多くは建築材や屋根材の一部破片と考えられる。これらの炭化材の樹種を明ら

かにすることにより、当遺跡の古墳時代前期の建築材に関する樹種選択性を知る資料が得られ、また

建築材を伐採利用していた遺跡周辺の古植生を類推することができるものと期待され、分析を実施し

た。当遺跡東方の木曽川流域には、牧野小山遺跡・顔戸南遺跡・柿田遺跡など弥生時代末から古墳時

代の焼失住居跡が確認され、建築材が出土している。当遺跡からは古墳時代前期の建築材樹種利用に

関するまとまった情報が得られることから、地域一帯の樹種利用の様相がより詳しく判る資料が得ら

れるものと期待される。分析は、炭化材を植田弥生・野村敏江（パレオ・ラボ）、炭化核を新山雅広

（パレオ・ラボ）が担当した。

２ 試料と方法

まず、実体顕微鏡下で形状や大きさの異なる炭化材を選び、異なる分類群が含まれていた場合は枝

番号を付し、各破片を同定した。アカガシ亜属・クリ・コナラ節・クヌギ節は、横断面の管孔配列が

特徴的なので、実体顕微鏡下の観察で同定した。それ以外の分類群は、材の３方向断面（横断面・接

線断面・放射断面）を作成し、走査電子顕微鏡で材組織を拡大し同定した。針葉樹の一部については

放射断面を、ハンノキ亜属の一部は接線断面を作成して、確認作業を行った。走査電子顕微鏡用の試

料は、３断面を５mm角以下の大きさに整え、直径１cmの真鍮製試料台に両面テ－プで固定し、試

料を充分乾燥させた後、金蒸着を施し、走査電子顕微鏡（日本電子㈱製 JSM－T１００型）で観察と写

真撮影を行った。

３ 結果

同定結果の一覧を表１９５～２０７に示し、表２０８に各住居跡の検出分類群を集計した。

約８軒（SH４・SH６・SH６土坑内・SH７・SH８・SH９・SH１１・SH１３・SH１４遺物包含層・SH１４）

の住居跡からは、スギ（５９点）・スギと思われるもの（２点）・ヒノキ（２４点）・ヒノキ属（１７点）・

ヒノキ属と思われるもの（１点）・コウヤマキ（９点）・マツ属複維管束亜属（５点）・マツ属かコ

ウヤマキの根材（１点）・イヌガヤ（１点）・針葉樹（９点）の針葉樹約８分類群（１２８点）、アカガ

シ亜属（１５８点）・シイノキ属（２８点）・ツブラジイ（４点）・サカキ（１８点）・ツバキ属（５点）・

ヒサカキ（４点）・モチノキ属（２点）の常緑広葉樹７分類群（２１９点）、ハンノキ亜属（２４９点）・

ハンノキ属（３点）・クリ（７０点）・クリ？（５点）・モクレン属（４３点）・サクラ属（３１点）・ト

ネリコ属（２６点）・ミズキ属（１８点）・クヌギ節（７点）・カエデ属（５点）・エゴノキ属（４点）・

ニレ属（３点）・ケンポナシ属（３点）・マタタビ属（２点）・ヌルデ（２点）・コナラ節（１点）・

キハダ（１点）・ケヤキ（１点）・ムクロジ（１点）・イヌシデ節（１点）の落葉広葉樹１９分類群（４

７６点）、ツツジ科（５点）・クリかシイノキ属（３点）・コナラ属（アカガシ亜属根材？）（１点）・

環孔材 A（１点）・広葉樹 A（１点）・広葉樹（散孔材）（１５点）・広葉樹（１７点）・樹皮（１点）
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の常緑性か落葉性か特定できない広葉樹８分類群（４４点）の樹木材が検出された。このほかに、スス

キ属（３３点）・タケ亜科（６点）・タケ亜科根茎（２点）・単子葉類（１点）とモモの炭化核（５点）

が出土した。落葉広葉樹・常緑広葉樹・針葉樹の多種多様な樹種が、どの住居跡においても確認でき

た。全体的には、ハンノキ亜属（２４９点）が最も多く、アカガシ亜属（１５８点）、クリ（７０点）、スギ（５

９点）、モクレン属（４３点）が上位５位を占める。そして、ハンノキ亜属・アカガシ亜属・クリ・ス

ギ・モクレン属は、ほとんどの住居跡から出土した。ただし、クリは、SH６・SH１１・SH１４の３軒だ

けで出土し、クリの検出住居には偏りが見られた。クリは、SH１４からは１点だけであったが、SH６

からは３８点でハンノキ亜属（６０点）・アカガシ亜属（４６点）についで多く、SH１１からは２８点でスギ

（４０点）についで多く出土した。

SH６内の方形に組んだ炭化材は、北側の材がコウヤマキ、東側の材がハンノキ亜属、南側の材が

シイノキ属、西側の材がヒノキ属で、すべて異なる樹種の材であった。その内部から出土した炭化材

（樹種№６１３～６２８）はトネリコ属・スギ・カエデ属・クリ・ハンノキ亜属・アカガシ亜属・コウヤマ

キ・シイノキ属などであり、SH６から検出された樹種構成と特に変わりはなかった。

屋根材はタケ亜科（竹類または笹類）も少し検出されたが、主にはススキ属であった。

炭化核５点が、SH６（樹種№４０７）・SH７（樹種№１３５と樹種№１９５）・SH８（樹種№１５７）・SH１４

（樹種№７０４）で出土し、すべてモモと同定された。樹種№１５７にはげっ歯類の食害痕があった。

炭化材のほとんどは利用されていた当時の形状が不明の破片であるが、芯持ち丸木の形状が残って

いるもの（表１９５～２０６参照）、発掘時に板材と思われたもの、芯去り削り出しの楕円や円形の棒状で

あったと思われる破片も散見された。芯持ち丸木の形状が残っているものは、アカガシ亜属・シイノ

キ属・ハンノキ亜属・モクレン属などの広葉樹材が多く、推定直径は５cm前後かそれ以下が多いよ

うであった。針葉樹では樹種№２７２のコウヤマキが推定直径約４cmで、約３０年輪あった。発掘時に板

材と思われたものは、樹種№８８２でスギであった。芯去り削り出しの棒状材と思われるものは径が２

～３cm前後で、アカガシ亜属（樹種№３６０・３６３・３７６・４０３・４１１・４１８・４４１）が多く、ツバキ属（樹

種№２３９）、モクレン属（樹種№２５８－１）、サクラ属（樹種№３６３）にも見られた。また、樹種№２２９の

クリには加工痕と思われる痕跡が、樹種№４１１のトネリコ属には斜め切削痕が、樹種№６９１－１のハン

ノキ亜属は分割加工された形状が見られた。

以下に同定根拠とした材組織の特徴を記載し、材の３方向の組織写真を提示した。

（１）イヌガヤ Cephalotaxus harringtonia （Knight）K.koch イヌガヤ科 図版８３ １a－１c（樹種

№６０３）

仮道管・放射柔細胞・樹脂細胞からなる針葉樹材。仮道管にらせん肥厚があり、分野壁孔は小型、

トウヒ型またはヒノキ型、１分野に１～２個ある。本州の岩手県以南・四国・九州の暖帯から温帯下

部の山林の下に生育する常緑小高木である。

（２）マツ属複維管束亜属 Pinus subgen. Diploxylon マツ科 図版８３ ２a－２c（樹種№６８５）

垂直と水平の樹脂道がある針葉樹材。早材から晩材への移行はゆるやかで、晩材の量は多い。分野

壁孔は窓状、放射仮道管がありその内壁には鋸歯状肥厚がある。マツ属複維管束亜属のアカマツまた

はクロマツである。内壁の肥厚の形状により、アカマツは鋭利な鋸歯状をなし、クロマツは比較的ゆ

るやかな鋸歯状をなすことで区別されるが、炭化材では内腔に張り出た肥厚部が不明瞭で識別できな
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い。アカマツとクロマツは暖帯から温帯下部の乾燥した陽光地に生育し、二次林の主要樹である。

（３）マツ属またはコウヤマキ 根材 Pinus or Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc. root 図版８３

３a－３c（樹種№３３５）

直径０．６cmの外観からしても細い根材の形状であった。横断面の中心部に髄は無く、原生木部は２

原型、針葉樹材で晩材部仮道管の肥厚はほとんど見られず、仮道管の径は大きい。横断面において垂

直樹脂道と思われる穴が多数見られるが、発砲した穴との識別がはっきりしない。接線断面において

も、水平樹脂道が確認できなかった。分野壁孔は窓状である。マツ属根材の可能性が高いが、保存が

やや悪く、断定できない。

（４）コウヤマキ Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc．コウヤマキ科 図版８４ ４a－４c（樹種№

１６４）

仮道管・放射柔細胞からなる針葉樹材。分野壁孔は窓状である。放射組織は５細胞以下の背の低い

ものが多く、放射柔細胞の壁は薄い。コウヤマキは日本特産の１属１種の常緑高木である。本州の福

島県以南・四国・九州の宮崎県の暖帯上部から温帯の山地に分布し、特に長野県の木曽、和歌山県の

高野山に多い。

（５）スギ Cryptomeria japonica D.Don スギ科 図版８４ ５a・５c（樹種№７３） ６c（樹種№４５３）

仮道管・放射柔細胞・樹脂細胞からなる針葉樹材。未炭化材では晩材部が多くその仮道管壁は極め

て厚いが、炭化材ではこのような傾向は見られなかった。分野壁孔は、孔口が水平に楕円形に大きく

開いたスギ型が１分野に主に２個ある。スギは本州以南の暖帯から温帯下部の湿気のある谷間に生育

する常緑高木である。

（６）ヒノキ Chamaecyparis obtusa Endl．ヒノキ科 図版８４ ７a－７c（樹種№３１１）

仮道管・放射柔細胞・樹脂細胞からなる針葉樹材。分野壁孔は輪郭が円形、孔口は細く開いたヒノ

キ型で１分野に主に２個ある。

（７）ヒノキ属 Chamaecyparis ヒノキ科 図版８５ ８a－８c（樹種№５８３） ９c（樹種№５９７ PLD

－２４４０）

前述のヒノキの分野壁孔に比べ、孔口が広く、壁孔もやや大きい。サワラの可能性があるが、

試料によっては孔口が狭い部分も観察された。従ってヒノキ属の同定に留めた。ヒノキ属は温帯に分

布し、本州の福島県以南・四国・九州の山中のやや乾燥した尾根や岩上に生育するヒノキと、ヒノキ

より分布域は狭く東北南部から中部地方の沢沿いの岩上に生育するサワラがある。

（８）クマシデ属イヌシデ節 Carpinus sect. Eucarpinus カバノキ科 図版８５ １０a－１０c（樹種№

１２５－１）

小型の管孔が単独や放射方向に２～数個が複合して分布している散孔材。 道管の壁孔は交互状、

穿孔は単穿孔、内腔にらせん肥厚がある。放射組織はほぼ同性、一部で２細胞幅のものが見られたが

主に単列であった。道管との壁孔はやや大きく交互状である。クマシデ属は暖帯及び温帯の山地に生

育する落葉高木または大形低木で、イヌシデ節には山野に普通のイヌシデとアカシデが属する。

（９）ハンノキ属ハンノキ亜属 Alnus subgen. Alnus カバノキ科 図版８５ １１a－１１c（樹種№１６８）

集合放射組織があり、小型の管孔が放射方向に２～数個複合し多数が分布する散孔材。道管の壁孔

は小型で交互状、穿孔は階段数が１５本前後の階段穿孔である。放射組織は同性、単列のものと集合状
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のものがあり、道管との壁孔は小さく交互状に密在する。ハンノキ亜属は暖帯から亜寒帯の陽光地に

生育する落葉樹で、低地の湿地に普通のハンノキ、川岸に生育するカワラハンノキ、山中に生育する

ミヤマカワラハンノキ・ヤハズハンノキ・ケヤマハンノキなど約７種があり、材組織からこれらを識

別することはできていない。ハンノキとケヤマハンノキは高木になり、材質は硬さ・重さは中庸、切

削性に優れるが保存性は低い。

（１０）ハンノキ属 Alnus カバノキ科

小破片で集合放射組織の存在が不明な試料である。集合放射組織の出現頻度の低いヤシャブシ節と

の識別ができず、ハンノキ属の同定に留めた。

（１１）コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis ブナ科 図版８６ １２a（樹種№７６４

－１ PLD－２４４１） １３a・１３c（樹種№６２２）

集合放射組織を挟み小型～中型の単独管孔が放射方向に配列する放射孔材。道管の壁孔は交互状、

穿孔は単穿孔である。放射組織は同性、単列のものと細胞幅の広い集合放射組織があり、道管との壁

孔は大きくて柵状・交互状である。アカガシ亜属はおもに暖温帯に分布する常緑広葉樹のカシ類で、

山野に多いアラカシ・アカガシ・シラカシ、関東以南に多いイチイガシ・ツクバネガシ、海岸や乾燥

地に多いウバメガシ、寒さに強くブナ帯の下部まで分布するウラジロガシなどがある。

（１２）コナラ属（アカガシ亜属根材？） Quercus （subgen. Cyclobalanopsis root？） 図版８６ １４

a－１４c（樹種№４６２）

小型～中型の単独管孔が多数密在し、細胞幅の広い集合放射組織がある。道管と放射組織との壁孔

は柵状である。小径材のわりには道管径や放射柔細胞が大きい。環孔性も不明瞭なので、アカガシ亜

属の根材の可能性がある。

（１３）コナラ属コナラ亜属コナラ節 Quercus subgen. Quercus sect. Prinus ブナ科 図版８６ １５a

－１５c（樹種№７８）

年輪の始めに中型の管孔が配列し除々に径を減じ、晩材部では薄壁で孔口角形の小型管孔が火炎状

に配列する環孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔である。放射組織は単列のものと複合状・集

合状がある。コナラ節は暖帯から温帯に生育する落葉高木でカシワ・ミズナラ・コナラ・ナラガシワ

がある。

（１４）コナラ属コナラ亜属クヌギ節 Quercus subgen. Quercus sect. Cerris ブナ科 図版８７ １６a

－１６c（樹種№２１０）

年輪の始めに大型の管孔が１～２層配列し、その後は厚壁での管孔が単独で放射方向に配列する環

孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔である。放射組織は同性、単列のものと集合状があり、道

管との壁孔は柵状である。クヌギ節は暖帯の山野に分布する落葉高木で、クヌギとアベマキが属する。

（１５）クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc．ブナ科 図版８７ １７a－１７c（樹種№２２９）

年輪の始めに大型の管孔が密に配列し除々に径を減じて、晩材では非常に小型の管孔が火炎状に配

列する環孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔である。放射組織は単列同性、道管との壁孔は孔

口が大きく交互状・柵状である。クリは北海道西南部以南の暖帯から温帯下部の山野に普通の落葉高

木である。

（１６）シイノキ属 Castanopsis ブナ科 図版８７ １８a－１８c（樹種№８１０）
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年輪の始めに小型～中型の管孔が間隔を開けて配列し除々に径を減じ、晩材では非常に小型の管孔

が火炎状に配列する環孔材。炭化材では、年輪線が灰色にひかり際立っていた。管孔が接線状に密接

してクリと似る年輪部位もあった。道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔、放射組織は単列同性である。

年輪始めの管孔が間隔を開けて配置していることからクリとは異なりシイノキ属であることが判る。

シイノキ属は暖帯に生育する常緑高木で、関東以西に分布するツブラジイと福島県と新潟県佐渡以南

に分布するスダジイがある。

（１７）ツブラジイ Castanopsis cuspidata Schottky ブナ科 図版８８ １９a・１９c（樹種№６９１－１）

２０（樹種№７２５－２）

シイノキ属の管孔配列が確認され、かつ幅の狭い集合した放射組織がある。

（１８）ニレ属 Ulmus ニレ科 図版８８ ２１a－２１c（樹種№８４０）

年輪の始めに大型の管孔が１～２層配列し、晩材部は小型の管孔が多数集合して配列している環孔

材。道管の穿孔は単穿孔、小道管の内腔にらせん肥厚がある。放射組織は同性、約６細胞幅の紡錘形

である。ニレ属は北地の温帯に多いハルニレ・オヒョウ、暖帯の荒地や川岸に普通に見られるアキニ

レがある。

（１９）ケヤキ Zelkova serrata （Thunb．）Makino ニレ科 図版８８ ２２a－２２c（樹種№１２５－１）

年輪の始めに中型の管孔が１～２層配列し、晩材部は小型の管孔が多数集合して配列する環孔材。

道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔、小道管にはらせん肥厚がある。放射組織は異性、主に５細胞幅

の紡錘形で上下端に大型結晶細胞がある。ケヤキは暖帯下部から温帯の山中や川岸に生育する落葉高

木である。

（２０）モクレン属 Magnolia モクレン科 図版８９ ２３a－２３c（樹種№１８）

小型の管孔が単独または２～数個が複合して散在する散孔材。道管の壁孔は階段状、穿孔は主に単

穿孔であるが階段穿孔も見らる。放射組織は異性、１～２細胞幅、上下端に方形細胞があり、道管と

の壁孔は大きく階段状または対列状に整然と配列している。モクレン属は暖帯または温帯に分布する

落葉性の高木または小高木で、北海道以南の山地に生育するホオノキ・コブシ、本州と九州に生育す

るタムシバ、関東北部以西に生育するオオヤマレンゲ、中部地方西南部に生育するシデコブシがある。

（２１）サクラ属 Prunus バラ科 図版８９ ２４a－２４c（樹種№１９２）

小型の管孔が年輪の始めにやや密に分布し、その後は放射状・接線状・斜状に複合して全体的にう

ねるように分布している散孔材。道管の壁孔は対列状または交互状、穿孔は単穿孔、内腔に細いらせ

ん肥厚がある。放射組織は異性、約３細胞幅、道管との壁孔は小型で密在する。サクラ属は暖帯から

温帯の山地に生育する落葉広葉樹で、ヤマザクラ・マメザクラなど多くの種がある。

（２２）マタタビ属 Actinidia マタタビ科 図版８９ ２５a－２５c（樹種№６０６）

年輪の始めに中型の管孔が並び、晩材部は中～小型の管孔が単独や複合して分布している環孔材。

道管の壁孔は小型で密在し、かすかならせん肥厚が見られ、穿孔は単穿孔である。放射組織は異性、

直立細胞からなる単列のものと、３細胞幅の背の高い紡錘形のものがある。マタタビ属は暖帯上部～

温帯に山中に生育する落葉性のツル性で、マタタビとサルナシがある。

（２３）キハダ Phellodendron amurense Rupr．ミカン科 図版９０ ２６a－２６c（樹種№２５）

年輪の始めに大型の管孔が１～３層配列し、年輪界では多数の非常に小型の管孔が複合し塊状・斜
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状・接線状に配列する環孔材。道管の壁孔は小さく交互状、穿孔は単穿孔、小道管にはらせん肥厚が

ある。放射組織は同性、主に３～４細胞幅の整った紡錘形、細胞高も１５細胞高前後でほぼ同じ高さで

ある。キハダは北海道以南の温帯の山地に生育する落葉高木である。

（２４）ヌルデ Rhus javanica L．ウルシ科 図版９０ ２７a－２７c（樹種№１８５）

年輪の始めに中型の管孔が配列し晩材に向かい徐々に径を減じて行き、晩材部では非常に小型の管

孔が複数集合して接線状・斜状に配列する環孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔、小道管には

明瞭ならせん肥厚がある。放射組織は異性、１～３細胞幅、道管との壁孔はやや大きく孔口もレンズ

状に大きく開き交互状配列である。ヌルデは北海道以南の温帯から熱帯にまで広く分布し山野に普通

の落葉小木である。

（２５）モチノキ属 Ilex モチノキ科 図版９０ ２８a－２８c（樹種№９１）

非常に小型の管孔が年輪幅いっぱいに連続して放射方向またはやや斜状に複合して配列し、横断面

での管孔密度は低い散孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は横棒数が２５～３０本前後の階段穿孔、内腔に

は水平のらせん肥厚がある。放射組織は異性、おもに３細胞幅、上下端に方形細胞や直立細胞がある。

モチノキ属は、温帯～暖帯の山地に生育する常緑または落葉性の高木または低木で、山間の湿地に

普通の落葉低木のウメモドキ、関東地方以西の山地に生育するソヨゴ、茨城県・福井県以西の山野に

普通のクロガネモチ、海岸に近い山地に生育するモチノキなど、暖帯に分布する種類が多い。

（２６）カエデ属 Acer カエデ科 図版９１ ２９a－２９c（樹種№６４２）

小型の管孔が単独または２～３個が放射方向に複合して散在する散孔材。道管の壁孔は交互状、穿

孔は単穿孔、内腔にらせん肥厚がある。放射組織は同性、主に３細胞幅、道管との壁孔は交互状で整

然と配置している。カエデ属は日本全土の暖帯から温帯の山地や谷間に普通に生育している。

（２７）ムクロジ Sapindus mukorossi Gaertn．ムクロジ科 図版９１ ３０a－３０c（樹種№５０３）

年輪の始めに中型の管孔が配列し、晩材部は塊状に複合した非常に小型の管孔が放射方向または塊

状に分布し、周囲状・帯状の木部柔組織が顕著な環孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔、内腔

にらせん肥厚がある。放射組織は同性、３細胞幅、道管との壁孔は小さくて交互状である。ムクロジ

は本州の中部以西の暖帯から亜熱帯に生育する落葉高木である。

（２８）ケンポナシ属 Hovenia クロウメモドキ科 図版９１ ３１a－３１c（樹種№７８１）

年輪の始めに大型の管孔が１～２層あり、晩材部は単独または放射方向に２～３個が複合した非常

に小型で厚壁の管孔が分布する環孔材。道管の壁孔は小型で交互状、穿孔は単穿孔である。放射組織

は異性、１～２細胞幅、上下端に方形細胞・直立細胞が単列で伸びる。ケンポナシ属は暖帯の山中に

生育する落葉高木である。

（２９）ツバキ属 Camellia ツバキ科 図版９２ ３２a－３２c（樹種№１７７）

非常に小型の管孔が均一に散在している散孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は横棒数が２０本ほどの

階段穿孔、内腔にはかすかならせん肥厚がある。放射組織は上下端に方形細胞・直立細胞がある異性、

１～３細胞幅、膨らんだ油細胞がある。ツバキ属は暖帯の海岸から山中に生育する常緑の低木または

高木である。

（３０）サカキ Cleyera japonica Thunb．ツバキ科 図版９２ ３３a－３３c（樹種№１２１）

非常に小型で多角形の管孔が散在する散孔材。道管の壁孔は階段状、穿孔は横棒数が３０本前後の階
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段穿孔、内腔にほぼ水平のらせん肥厚がある。放射組織は単列異性、道管との壁孔は交互状・階段状

である。サカキは本州の茨城県及び石川県以西より南の暖帯から亜熱帯に生育する常緑小高木であ

る。

（３１）ヒサカキ Eurya japonica Thunb．ツバキ科 図版９２ ３４a－３４c（樹種№７１７）

非常に小型で多角形の管孔が散在する散孔材。道管の壁孔は交互状から階段状、穿孔は横棒数が非

常に多い階段穿孔である。放射組織は異性、２細胞幅、道管との壁孔は交互状・階段状である。ヒサ

カキは暖帯の林下にきわめて普通の常緑の小高木である。

（３２）ミズキ属 Cornus ミズキ科 図版９３ ３５a－３５c（樹種№３９）

小型の管孔が単独または放射方向に２～３個複合し分布する散孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は

横棒数が３０本前後の階段穿孔である。放射組織は異性、主に３細胞幅、多列部は平伏細胞からなりそ

の上下端に方形細胞と直立細胞が単列で伸びる。ミズギ属は暖帯から温帯の山地に普通の落葉広葉樹

で、ミズキ・ヤマボウシなどがある。

（３３）ツツジ科 Ericaceae 図版９３ ３６a－３６c（樹種№３２６） ３７a－３７c（樹種№４５２）

極めて小型で角形の管孔が密在する散孔材。髄は小さく目立たない。道管の壁孔は交互状から階段

状、穿孔は単穿孔と横棒の少ない階段状がある。放射組織は異性、１～３細胞幅、単列のものは直立

細胞からなり、多列部は平伏細胞と方形細胞が入り混じり上下端に直立細胞が単列で１～３層ある。

直立細胞の外形はふっくらして大きく背も高い。樹種№３２６の階段穿孔は２０本前後あり、樹種№４５２の

階段穿孔は１０本前後であった。異なる属と思われるが、分類群は特定できなかった。

（３４）エゴノキ属 Styrax エゴノキ科 図版９４ ３８a－３８c（樹種№４）

小型で厚壁の管孔が単独または２～４個が複合し放射方向に配列し、晩材部では径が減少する散孔

材。道管の壁孔は小型で交互状に密在、穿孔は横棒数が少ない階段穿孔である。放射組織は異性、１

～３細胞幅、多列部の上下端は方形細胞・直立細胞からなる単列となり、道管との壁孔は小型で交互

状である。エゴノキ属は暖帯から温帯下部の山地に生育する落葉高木で、エゴノキ・ハクウンボク・

コハクウンボクがある。

（３５）トネリコ属 Fraxinus モクセイ科 図版９４ ３９a－３９c（樹種№１７５）

中型の管孔が２～３層配列し、単独または２個複合した小型で厚壁の管孔が散在する環孔材。道管

の壁孔は小型で交互状、穿孔は単穿孔である。放射組織は同性、１～２細胞幅である。トネリコ属は

おもに温帯に生育する落葉高木でシオジ・ヤチダモ・トネリコ・アオダモなど約９種がある。

（３６）環孔材 A ring-porous wood A 図版９４ ４０a－４０c（樹種№８５１）

極めて大型の管孔が１層あり、年輪界には小型の管孔が隣接して分布している。道管の壁孔は交互

状、小道管にらせん肥厚がある。放射組織は異性、５細胞幅である。ケヤキの材に似るが、大型結晶

細胞は不明である。年輪幅が非常に狭いぬか目材であり、ツル性の可能性もあるが、分類群は特定で

きなかった。

（３７）広葉樹 A broad-leaved tree 図版９５ ４１a－４１c（樹種№３５０）

１年輪ない当年生の枝材のようである。小型管孔が単独または２～３個が複合して分布している。

道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔である。放射組織は異性、１～３細胞幅、細胞高は非常に高い。

（３８）樹皮 bark 図版９５ ４２a（樹皮№５１）
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柔細胞や厚壁細胞が固まり状に配置している。

（３９）ススキ属 Miscanthus イネ科 図版９５ ４３a（樹種№５５２）

直径５～８mmの草本性の稈で、節部はくびれた後ややふくれ、節を取り巻く葉鞘が残っている試

料もあった。稈は中空ではなくスポンジ状の基本組織で埋まりその中に維管束が散在している。稈の

外周には厚い厚壁細胞層にかこまれた維管束が１～２層並んでおり特に稈の中心部側でその層は厚く

なる。それより内側に散在する維管束の周囲の厚壁細胞層は薄い。ススキ属は大型になる多年草で一

般にはカヤ（茅）と呼ばれ、約７種ある。

（４０）タケ亜科 Gramineae subfam. Bambusoideae イネ科 図版９５ ４４a（樹種№１５１－１） 根茎：

４５a（樹種№６０１－１）

厚みやや硬質の稈の破片で、維管束は不整中心柱、多数が同心円状に均質に配置している。維管束

の周りは厚壁の繊維細胞からなる維管束鞘が帽子状にある。稈の外周に位置する維管束鞘は特に厚く

発達し、厚壁の繊維細胞だけの塊も島状に密在し、稈を堅く支持している様子がわかる。このような

形質からイネ科のタケとササ類を含むタケ亜科であると同定した。根茎は直径１cm弱で節部周囲に

は根の痕跡がある。いわゆるタケ・ササの仲間で１２属が含まれ、中国や東南アジアから移入され栽培

により広まったものが多く。ササ類は多くの野生種があり、タケ類ではハチク・マダケは日本に野生

していた可能性があるといわれる。稈の破片や組織のみからは属や種を識別することは難しい。

４ 考察

当遺跡の古墳時代前期の住居跡約８軒（SH４・SH６・SH６土坑内・SH７・SH８・SH９・SH１１・

SH１３・SH１４遺物包含層・SH１４）からは、スギ・ヒノキ・ヒノキ属・コウヤマキ・マツ属複維管束亜

属などの針葉樹約８分類群（１２８点）、アカガシ亜属・シイノキ属・ツブラジイ・サカキ・ツバキ属・

ヒサカキ・モチノキ属の常緑広葉樹７分類群（２１９点）、ハンノキ亜属（２４９点）・クリ（７０点）・モ

クレン属・サクラ属・トネリコ属・ミズキ属などの落葉広葉樹１９分類群（４７６点）、そのほかにも常緑

性か落葉性か特定できない広葉樹８分類群（４４点）と、屋根材に利用されていたススキ属・タケ亜科

が出土した。約８軒の９１４点から、針葉樹・常緑広葉樹・落葉広葉樹・単子葉類など約３６分類群が出

土した。各住居跡ともに、多種多様な分類群を利用していたことが判った。ただし、最も多く出土し

たハンノキ亜属（２４９点）、次に多いアカガシ亜属（１５８点）、そしてクリ（７０点）・スギ（５９点）・モ

クレン属（４３点）の上位５位の合計数は５７９点で、調査数全体の約６割を占めている。 また、ハン

ノキ亜属・アカガシ亜属・スギ・モクレン属の４分類群は、ほとんどの住居跡から出土している。こ

のような出土状況から、これらの分類群は主要な建築材として選択利用されていたと考えられる。た

だしクリの利用に関しては、SH６と SH１１の２軒で多く出土した点が特異であり、クリ材の利用には

偏りが見られた。この点について、出土遺物や住居跡の大きさとの関連性を他遺跡の事例をもとに考

察する。

当遺跡から北西に位置する関市の深橋前遺跡の弥生時代後半から古墳時代前半の焼失住居跡６軒か

らは、クリ・ハンノキ亜属・コナラ節・サクラ属などの落葉広葉樹と、シイノキ属・アカガシ亜属な

どの常緑広葉樹が出土し、クリは銅鏃が出土した集落の中心に位置する住居跡から多く出土した（財

団法人岐阜県文化財保護センター２００３）。当遺跡より木曽川のやや上流に分布する美濃加茂市の尾崎

遺跡の焼失住居跡は、弥生時代中期と後期はクヌギ節が多く、クリ・ニレ属・トチノキも出土してお
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り、特に弥生時代後期の祭司的要素を持つ住居跡ではクリが多いことが注目される（財団法人岐阜県

文化財保護センター１９９３）。また、可児市と御嵩町に位置する柿田遺跡でも、弥生時代後期または弥

生時代末の大型で特殊な住居跡と考えられている SP１７では、クリが多く出土している（財団法人岐

阜県教育文化財団文化財保護センター２００５）。このように、岐阜県内では、弥生時代後期（尾崎遺跡

の SB２４、柿田遺跡の SB１７）や弥生時代後半～古墳時代前半（深橋前遺跡の SBA０５）の祭祀的要素の

ある住居跡や、やや大型の住居跡は、クリ材をが多用する傾向がある。当遺跡でもクリ材が多い SH

１１はやや大型であり、SH６は大型ではないが鉄鏃・鉄鎌や大量の大型植物化石が出土し、方形に組

んだ炭化材の遺構があるなど特殊な住居跡であった。また SH６からは径２cm前後の柄部破片ではな

いかと類推される芯去り削り出し棒状破片がほかの住居跡より多く出土した。集落内の特別な住居跡

には、耐久性の優れたクリを選択使用していたのかも知れない。

全体では、建築材としては耐久性や保存性が低いハンノキ亜属の材が多く出土した。遺跡周辺に湿

地や河畔林があり、耐久性や保存性よりも身近な森林から木材量を多く確保することを優先させた結

果かもしれない。

参考文献

財団法人岐阜県文化財保護センター １９９３ 『尾崎遺跡』

財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センター ２００５ 『柿田遺跡』

財団法人岐阜県文化財保護センター ２００３ 『深橋前遺跡』
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第４節 放射性炭素年代測定

１ はじめに

当遺跡で検出した竪穴住居跡出土炭化材及び土器付着物煤類について、加速器質量分析法（AMS

法）による放射性炭素年代測定を行った。分析は、パレオ・ラボ AMS年代測定グループ（小林紘一・

丹生越子・伊藤茂・山形秀樹・Zaur Lomtatidze・Ineza Jorjoliani・瀬谷薫・藤根久）が担当した。

２ 試料と方法

測定試料の情報、調整データは表２０９のとおりである。試料は調整後、加速器質量分析計（パレオ・

ラボ、コンパクト AMS : NEC製 １．５SDH）を用いて測定した。得られた１４C濃度について同位体分

別効果の補正を行った後、１４C年代、暦年代を算出した。

３ 結果

表２１０に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ１３C）、同位体分別効果の補正を行った

１４C年代、１４C年代を暦年代に較正した年代範囲、暦年較正に用いた年代値を、図２５５に暦年較正結果

をそれぞれ示した。暦年較正に用いた年代値は、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用

いて暦年較正を行うために記載した。

１４C年代は AD１９５０年を基点にして何年前かを示した年代である。１４C年代（yrBP）の算出には、１４C

の半減期として Libbyの半減期５５６８年を使用した。また、付記した１４C年代誤差（±１σ）は、測定の

統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の１４C年代がその１４C年代誤差内に入る確率が６８．２％

であることを示すものである。なお、暦年較正の詳細は以下の通りである。

暦年較正

暦年較正とは、大気中の１４C濃度が一定で半減期が５５６８年として算出された１４C年代に対し、過去の

宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の１４C濃度の変動、及び半減期の違い（１４Cの半減期５７３０±

４０年）を較正することで、より実際の年代値に近いものを算出することである。１４C年代の暦年較正

には OxCal３．１０（較正曲線データ：INTCAL０４）を使用した。なお、１σ 暦年代範囲は、OxCalの確
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率法を使用して算出された１４C年代誤差に相当する６８．２％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に２σ

暦年代範囲は９５．４％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代が

入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は１４C年代の確率分布を示し、二重曲線は暦年較正曲

線を示す。それぞれの暦年代範囲のうち、その確率が最も高い年代範囲については、表中に下線で示

してある。

４ 考察

住居跡及び住居跡内土坑は、いずれも古墳時代前期（松河戸Ⅰ式）の遺構であるが、PLD－２４４０の

１３号住居跡の炭化材と PLD－２４４２の６号住居跡内土坑の炭化材は古い年代値が測定された。これら

の炭化材はヒノキ属であることから、太さのわりに年輪数が多い樹木である。従って、比較的中心に

近い部分を測定した可能性があり、すなわち古木効果により古い年代値が測定されたことが考えられ

る。その他の住居跡から出土した炭化材は、２σ 暦年代範囲において２５０年前後～４００年前後のまとまっ

た年代値を示す。

煤類が付着した土器は、８世紀初頭と想定されているが、１σ 暦年代範囲において Cal AD ６５５－

６９０年（６８．２％）、２σ 暦年代範囲において Cal AD ６５０－７２０年（８２．１％）であり、２σ 暦年代範囲に

おいて７世紀中頃～８世紀初めの年代範囲を示している。

参考文献

Bronk Ramsey C．（１９９５）「Radiocarbon Calibration and Analysis of Stratigraphy : The OxCal Program」

『Radiocarbon３７（２）』

Bronk Ramsey C．（２００１）「Development of the Radiocarbon Program OxCal」『Radiocarbon４３（２A）』

中村俊夫（２０００）「放射性炭素年代測定法の基礎」『日本先史時代の１４C年代』

Reimer PJ, MGL Baillie, E Bard, A Bayliss, JW Beck, C Bertrand, PG Blackwell, CE Buck, G Burr, KB

Cutler, PE Damon, RL Edwards, RG Fairbanks, M Friedrich, TP Guilderson, KA Hughen, B Kromer, FG

McCormac, S Manning, C Bronk Ramsey, RW Reimer, S Remmele, JR Southon, M Stuiver, S Talamo, FW

Taylor, J van der Plicht, and CE Weyhenmeyer．（２００４）「Radiocarbon ４６」

第４節 放射性炭素年代測定 31



図２５５ 竪穴住居跡出土炭化材及び SZ２出土土器付着煤類の暦年較正結果
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第５節 土器胎土と粘土塊分析

１ はじめに

当遺跡の７号住居跡と１４号住居跡の床面で粘土塊が出土した。また、これらの住居跡では、甕、壺、

高杯がセットで出土している。ここでは、住居跡から出土した土器及び床面粘土について、その胎土

及び粘土塊の材料を検討した。分析は、藤根久・長友純子（パレオ・ラボ）が担当した。

２ 試料と方法

試料は、７号住居跡及び１４号住居跡から出土した土器８試料と床面粘土４試料である（表２１１）。こ

れら試料は、次の手順に従って偏光顕微鏡観察用の薄片を作成した。なお、床面粘土は、予め電気炉

内で７５０度、６時間の焼成を行った。

（１）試料は、始めに岩石カッタ－などで整形し、恒温乾燥機により乾燥した。全体にエポキシ系樹

脂を含浸させ固化処理を行った。これをスライドグラスに接着し平面を作成した後、同様にして

その平面の固化処理を行った。

（２）さらに、研磨機及びガラス板を用いて研磨し、平面を作成した後スライドグラスに接着した。

（３）その後、精密岩石薄片作製機を用いて切断し、ガラス板などを用いて研磨し、厚さ０．０２mm前

後の薄片を作成した。仕上げとして、研磨剤を含ませた布板上で琢磨し、コーティング剤を塗布

した。

試料は、薄片全面について微化石類（珪藻化石、骨針化石、胞子化石）や大型粒子などの特徴につ

いて観察・記載を行った。なお、ここで採用した各分類群の記載とその特徴などは次の通りである。

［珪藻化石］

珪酸質の殻をもつ微小な藻類で、その大きさは１０～数百μm程度である。珪藻は海水域から淡水域

に広く分布し、個々の種類によって特定の生息環境をもつ。最近では、小杉（１９８８）や安藤（１９９０）

によって環境指標種群が設定され、具体的な環境復原が行われている。ここでは、種あるいは属が同

定できるものについて珪藻化石（淡水種）と分類し、同定できないものは珪藻化石（？）とした。な

お、各胎土中の珪藻化石は、その詳細を記載した。
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［骨針化石］

海綿動物の骨格を形成する小さな珪質、石灰質の骨片で、細い管状や針状などを呈する。海綿動物

は、多くは海産であるが、淡水産としても日本において２３種ほどが知られ、湖や池あるいは川の水底

に横たわる木や貝殻などに付着して生育する。

［植物珪酸体化石］

植物の細胞組織を充填する非晶質含水珪酸体であり、大きさは種類によっても異なり、主に約１０～

５０μm前後である。一般的にプラント・オパ－ルとも呼ばれ、イネ科草本、スゲ、シダ、トクサ、コ

ケ類などに存在することが知られている。ファン型や亜鈴型あるいは棒状などがあるが、ここでは大

型のファン型と棒状を対象とした。

［胞子化石］

胞子状粒子は、珪酸質と思われる直径１０～３０μm程度の小型無色透明の球状粒子である。これらは、

水成堆積中で多く見られるが、土壌中にも含まれる。

［石英・長石類］

石英あるいは長石類は、いずれも無色透明の鉱物である。長石類のうち後述する双晶などのように

光学的に特徴をもたないものは石英と区別するのが困難である場合が多く一括して扱う。なお、石英・

長石類（雲母）は、黄色などの細粒雲母類が包含される石英または長石類である。

［長石類］

長石は大きく斜長石とカリ長石に分類される。斜長石は、双晶（主として平行な縞）を示すものと

累帯構造（同心円状の縞）を示すものに細分される（これらの縞は組成の違いを反映している）。カ

リ長石は、細かい葉片状の結晶を含むもの（パーサイト構造）と格子状構造（微斜長石構造）を示す

ものに分類される。また、ミルメカイトは斜長石と虫食い状石英との連晶（微文象構造という）であ

る。累帯構造を示す斜長石は、火山岩中の結晶（斑晶）の斜長石にみられることが多い。パーサイト

構造を示すカリ長石はカコウ岩などの SiO２％の多い深成岩や低温でできた泥質・砂質の変成岩などに

産する。ミルメカイトあるいは文象岩は火成岩が固結する過程の晩期に生じると考えられている。こ

れら以外の斜長石は、火成岩、堆積岩、変成岩に普通に産する。

［雲母類］

一般的には黒雲母が多く、黒色から暗褐色で風化すると金色から白色になる。形は板状で、へき開

（規則正しい割れ目）にそって板状には剥がれ易い。薄片上では長柱状や層状に見える場合が多い。

カコウ岩などの SiO２％の多い火成岩に普遍的に産し、泥質、砂質の変成岩及び堆積岩にも含まれる。

なお、雲母類のみが複合した粒子を複合雲母類とした。

［輝石類］

主として斜方輝石と単斜輝石とがある。斜方輝石（主に紫蘇輝石）は、肉眼的にビールびんのよう

な淡褐色及び淡緑色などの色を呈し、形は長柱状である。SiO２％が少ない深成岩、SiO２％が中間ある

いは少ない火山岩、ホルンフェルスなどのような高温で生じた変成岩に産する。単斜輝石（主に普通

輝石）は、肉眼的に緑色から淡緑色を呈し、柱状である。主として SiO２％が中間から少ない火山岩に

よく見られ、SiO２％の最も少ない火成岩や変成岩中にも含まれる。

［角閃石類］
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主として普通角閃石であり、色は黒色から黒緑色で、薄片上では黄色から緑褐色などである。形は

細長く平たい長柱状である。閃緑岩のような SiO２％が中間的な深成岩をはじめ火成岩や変成岩などに

産する。

［ガラス質］

透明の非結晶の物質で、電球のガラス破片のような薄くて湾曲したガラス（バブル・ウォール型）

や小さな泡をたくさんもつガラス（軽石型）などがある。主に火山の噴火により噴出された噴出物と

考える。なお、濁ガラスは、非晶質でやや濁りのあるガラスで、火山岩類などにも見られる。

［斑晶質・完晶質］

斑晶質は斑晶（鉱物の結晶）状の部分と石基状のガラス質の部分が明瞭に確認できるもの、完晶質

は、ほとんどが結晶からなり石基の部分が見られないか、ごくわずかのものをいう。これらの斑晶質、

完晶質の粒子は主として玄武岩、安山岩、デイサイト、流紋岩などの火山岩類を起源とする可能性が

高い。

［流紋岩質］

流紋岩質は、顕著な斑晶質を示し基質は著しく細粒である。複合石英類（微細）に類似した構造を

示すが、基質部ではガラス質を伴うことから区別される。これらの構造を示す岩石は、流紋岩のほか

石英斑岩などであるが、火山岩類の一部と考えられる。

［凝灰岩質］

凝灰岩質は、ガラスや鉱物、火山岩片などの火山砕屑物などから構成され、非晶質でモザイックな

文様構造を示す。起源となる火山により鉱物組成は変わる。

［複合鉱物類］

構成する鉱物が石英あるいは長石以外に重鉱物を伴う粒子で、雲母類を伴う粒子は複合鉱物類（含

雲母類）、輝石類を伴う粒子を複合鉱物類（含輝石類）、角閃石類を伴う粒子を複合鉱物類（角閃石類）

とした。

［複合石英類］

複合石英類は石英の集合している粒子で、基質（マトリックス）の部分をもたないものである。個々

の石英粒子の粒径は粗粒なものから細粒なものまで様々である。ここでは、便宜的に個々の石英粒子

の粒径が約０．０１mm未満のものを微細、０．０１～０．０５mmのものを小型、０．０５～０．１mmのものを中型、

０．１mm以上のものを大型と分類した。また、等粒で小型の長石あるいは石英が複合した粒子は、複

合石英類（等粒）として分類した。この複合石英類（等粒）は、ホルンフェルスなどで見られる粒子

と考える。

［砂岩質・泥岩質］

石英、長石類、岩片類などの粒子が集合し、それらの間に基質の部分をもつもので、含まれる粒子

の大きさが約０．０６mm以上のものを砂岩質とし、約０．０６mm未満のものを泥岩質とする。

［不透明・不明］

下方ポーラーのみ、直交ポーラーのいずれにおいても不透明なものや、変質して鉱物あるいは岩石

片として同定不可能な粒子を不明とする。
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３ 結果

微化石類や鉱物・岩石片を記載するために、プレパラ－ト全面を精査・観察した。以下では、粒度

分布や０．１mm前後以上の鉱物・岩石片の砂粒組成あるいは計数も含めた微化石類などの記載を示

す。なお、不等号は、概略の量比を示し、二重不等号は極端に多い場合を示す。なお、表２１２の岩石

の出現頻度は、◎が特徴的に多い、○が多い、△が少ない、空欄は検出されないことを示す。鉱物は、

＋＋＋が特徴的に多い、＋＋が多い、＋が少ないが含まれている、である。

№１：９０－６００μm、最大粒径１．０mm。石英・長石類〉複合石英類（微細）》複合石英類、斜長石（双

晶）、斑晶質、ジルコン、雲母類、珪藻化石（淡水種 Eunotia biareofera 、Eunotia 属）、骨針化石、

植物珪酸体含む

№２：７０μm－１．０mm、最大粒径１．３mm。石英・長石類〉複合石英類（微細）》複合石英類、砂岩質、

［斑晶質、凝灰岩質］、斜長石（双晶）、雲母類、骨針化石、植物珪酸体化石少ない

№３：８０－６００μm、最大粒径１．０mm。石英・長石類〉複合石英類（微細）〉斑晶質、凝灰岩質、砂岩

質、カリ長石（パーサイト）、ジルコン、［複合石英類、ガラス質］、斜長石（双晶）、斜方輝石、雲

母類、珪藻化石（淡水種 Eunotia 属）、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石少ない

№４：７０－４００μm、最大粒径１．２mm。石英・長石類〉複合石英類（微細）〉複合石英類、斑晶質、砂

岩質、ジルコン、［凝灰岩質、ガラス質］、斜長石（双晶）、角閃石類、斜方輝石、雲母類、珪藻化

石（淡水種 Eunotia 属）、胞子化石、植物珪酸体化石少ない

№５：５０－２５０μm、最大粒径４００μm。石英・長石類》ガラス質〉複合石英類（微細）〉角閃石類、斜

方輝石、ジルコン、斜長石（双晶）、骨針化石、胞子化石やや多い、植物珪酸体化石多い

№６：５０－３００μm、最大粒径７００μm。石英・長石類〉複合石英類（微細）〉複合石英類、雲母類、ジ

ルコン、斜方輝石、単斜輝石、凝灰岩質、［火山岩類］、植物珪酸体化石含む

№７：７０－８００μm、最大粒径１．８mm。石英・長石類〉複合石英類（微細）〉複合石英類、斑晶質、角

閃石類、単斜輝石、凝灰岩質、斑晶質、雲母類、骨針化石、植物珪酸体化石含む

№８：７０－７５０μm、最大粒径１．３mm。石英・長石類〉ガラス質》複合石英類（微細）〉複合石英類、

ジルコン、単斜輝石、珪藻化石（湖沼沼沢湿地指標種群 Melosira ambigua 、淡水種 Rhopalodia

gibberula 、Melosira 属、Cyclotella 属、Cymbella 属、Pinnularia 属、Diploneis 属、不明種多産）、

骨針化石、胞子化石多産、植物珪酸体化石少ない

№９：１２０－７００μm、最大粒径８００μm。石英・長石類〉複合石英類（微細）〉複合石英類、凝灰岩質、

流紋岩質、ガラス質、斜方輝石、斑晶質、ジルコン、植物珪酸体化石

№１０：５０－５００μm、最大粒径８００μm。石英・長石類〉複合石英類（微細）、斜長石（双晶）、雲母類、

複合石英類、角閃石類、ジルコン、ガラス質、植物珪酸体化石

№１１：８０－７００μm、最大粒径３．５mm。石英・長石類〉複合石英類（微細）〉複合石英類、斜長石（双

晶）、角閃石類、ジルコン、雲母類、ガラス質、単斜輝石、凝灰岩質、胞子化石、植物珪酸体化石

№１２：６０－４００μm、最大粒径７００m。石英・長石類〉複合石英類（微細）〉複合石英類、雲母類、角閃

石類、ガラス質、斜方輝石、胞子化石、流紋岩質、植物珪酸体化石多い

（１）微化石類による材料粘土の分類

検討した胎土中には、その薄片全面の観察から、珪藻化石や骨針化石などが検出された。これら微
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化石類の大きさは、珪藻化石が１０～数１００μm（実際観察される珪藻化石は大きいもので１５０μm程

度）、骨針化石が１０～１００μm前後である（植物珪酸体化石が１０～５０μm前後）。一方、砕屑性堆積物

の粒度は、粘土が約３．９μm以下、シルトが約３．９～６２．５μm、砂が６２．５μm～２mmである（地学団体

研究会・地学事典編集委員会編、１９８１）。このことから、植物珪酸体化石を除いた微化石類は胎土の

材料となる粘土中に含まれるものと考えられ、その粘土の起源を知るのに有効な指標になると考え

る。なお、植物珪酸体化石は、堆積物中に含まれているものの、製作場では灰質が多く混入する可能

性が高いなど、他の微化石類のように粘土の起源を指標する可能性は低いと思われる。検討した胎土

は、微化石類により、a）淡水成粘土を用いた胎土、b）水成粘土を用いた胎土、c）その他の粘土、

に分類された。

次に、分類された粘土の特徴について述べる。

a）淡水成粘土を用いた胎土（４胎土）

この胎土中には、淡水種珪藻化石の Pinnularia 属や Cymbella 属などが含まれていた。特に、試料

№８の胎土中には、湖沼沼沢湿地指標種群の Melosira ambigua や沼沢地など見られる Cymbella 属、

Pinnularia 属が多量の破片とともに含まれていた。

b）水成粘土を用いた胎土（３胎土）

これらの胎土中には、骨針化石が含まれていた。

c）その他粘土を用いた胎土または粘土（１胎土、４粘土）

これら胎土あるいは粘土塊中には、水成起源を指標する珪藻化石や骨針化石は含まれていなかった。

（２）試料中の砂粒組成による分類

ここで使用した複合鉱物類は、構成する鉱物種や構造的特徴から設定した分類群でだが、地域を特

徴づける源岩とは直接対比できない。このため、各胎土中の鉱物、岩石粒子の岩石学的特徴は地質学

的状況に一義的に対応しない。ここでは比較的大型の砂粒について起源岩石の推定を行った（表２１２）。
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岩石の推定は、砂岩質あるいは複合石英類（微細）が堆積岩類、複合石英類が深成岩類、ガラス質が

テフラ（火山噴出物）、斑晶質が火山岩類、凝灰岩質が凝灰岩類である。推定した起源岩石は、表２１３

の組み合わせに従って分類した。

土器胎土中の砂粒組成は、堆積岩類を主体として火山岩類や凝灰岩類を伴う C群（４胎土）、テフ

ラを主体として堆積岩類などを伴う Gc 群（２胎土）、堆積岩類を主体として凝灰岩類などを伴う Ce

群（１胎土）、堆積岩類を主体として深成岩類などを伴う Cb 群（１胎土）であった。

粘土の砂粒組成は、堆積岩類を主体として火山岩類や凝灰岩類を伴う C群（２粘土）、堆積岩類を

主体としてテフラなどを伴う Cg群（１粘土）、堆積岩類を主体として流紋岩類などを伴う Cf群（１

粘土）であった。

（３）胎土材料

粘土材料は、その種類が淡水成、水成、その他の３種類に分類された。また、砂粒は、C群、Gc

群、Ce群、Cb 群、Cf群、Cg群の６群に分類された。

遺跡周辺は、木曽川泥流堆積物が厚く堆積する段丘面であり、堆積物は火山岩・凝灰岩・溶結凝灰

岩・砂岩・泥岩・チャートからなる大－細礫を含んでいる（吉田・脇田１９９９）。なお、下流の各務ヶ

原市内の砂利採取場を観察すると、流紋岩礫が多く見られた。こうした基盤を構成する堆積物の特徴

と比較すると、C群や Ce群あるいは Cb 群とした砂粒組成は火山岩類や凝灰岩類を普遍的に含むこ

とから、この地域周辺に分布する堆積物を土器材料として利用した可能性が高い。

一方、試料№５や№８の土器胎土は、火山ガラスからなるテフラを特徴的に多く含む。特に、同様

の砂粒組成を示す№８の胎土中では、湖沼沼沢湿地指標種群の珪藻化石を多量に含むなど、この地域

ではあまり知られていない堆積環境で堆積した堆積物である。

東海地域には、弥生時代後期の赤彩を施したパレススタイル土器が知られているが、これら３分の

１程度の土器では、砂粒物として火山ガラスが多量に含まれるが、珪藻化石の特徴から干潟堆積物を

利用していることが知られている（藤根１９９６、車崎ほか１９９６）。なお、胎土中に含まれる火山ガラス

は、粘土採取の際に上下層に分布すると思われるテフラ層を採取したと予想されるが、これら火山ガ

ラスの化学組成を検討するなど、テフラの起源や堆積時代を知るなど、手がかりを得たい。

一方、床面粘土は、砂粒物を含む粘土であるが、粘土は珪藻化石などの微化石類を含まない粘土で

あった。砂粒組成は、堆積岩類を主体とした組成であるが、テフラを伴う Cg群や流紋岩類を伴う Cf
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群も見られた。なお、いずれの粘土も白色砂粒物が見られるが、これらは流紋岩類が風化したもので

あり、共通した特徴である。木曽川上流域では、濃飛流紋岩が広く分布するため、段丘堆積物中に流

紋岩起源の礫が多く含まれている。こうした特長から、これら粘土は木曽川流域に堆積する粘土であ

ることは間違いない。基盤層の検討では、ATテフラを含む粘土層が確認されているが、こうした材

料であることも考えられる。

４ 考察

ここでは、７号住居跡及び１４号住居跡から出土した土器について、その胎土の材料を検討した。そ

の結果、一部の土器を除いて、砂粒組成において堆積岩類のほか、火山岩類や凝灰岩類を普遍的に含

むことから、地質学的状況と比較して遺跡周辺域の堆積物の特徴とほぼ一致していることから、在地

材料を利用して製作した土器の可能性が高い。

参考文献

安藤一男 １９９０ 「淡水産珪藻による環境指標種群の設定と古環境復元への応用」『東北地理４２，２』

地学団体研究会・地学事典編集委員会編 １９８１ 『増補改訂 地学事典』平凡社

地質調査所 １９９２ 「２０万分の１地質図幅「岐阜」」地質調査所

藤根久 １９９８ 「東海地域（伊勢－三河湾周辺）の弥生及び古墳土器の材料」『第６回東海考古学フォー

ラム岐阜大会、土器・墓が語る』

小杉正人 １９８８ 「珪藻の環境指標種群の設定と古環境復原への応用」『第四紀研究２７』

車崎正彦・松本完・藤根久・菱田量・古橋美智子 １９９６ 「（３９）土器胎土の材料－粘土の起源を中

心に－」『日本考古学協会第６２回大会研究発表要旨』

吉田史郎・脇田浩二 １９９９ 「岐阜地域の地質」『地域地質研究報告（５万分の１図幅）』地質調査所
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第６節 竪穴住居跡出土の大型植物化石

１ はじめに

古墳時代前期に属する６号住居跡埋土中から出土した大型植物化石を検討した。分析は新山雅広（パ

レオ・ラボ）が担当した。

２ 試料と方法

大型植物化石の検討は、取上 No．７５５１（SH６／S５４９①グリッド／２層）の１試料について行った。

試料は、タッパーに保存された堆積物試料である。堆積物は、黒褐色シルトであり、堆積物の表面に

は、小種実が密集しているのが肉眼で確認できた。この堆積物試料を０．２５mm目の篩で水洗洗浄し、

残渣から実体顕微鏡下で小種実の採集・同定・計数を行った。

３ 出土した大型植物化石

検討した結果、小種実は、いずれもアサ種子であった。一見したところ、未炭化のように思われた

が、炭化した果皮が張り付いたものがしばしばあった。このことから、元は果皮を被ったままの状態

であり、炭化の程度が弱かったためか、中身の種子までは炭化しなかったのであろう。大型植物化石

の状態・個数については、表２１３に示した。完形の状態を保ったものが多いが、中には、１／２程度

の破片やそれ以下の小片も多数見られた。また、完形が数個集合して塊状になったものも一部見られ

た。なお、小片については、採集・計数はしていないが、合計個数（３８０個前後）の大勢には影響し

ないと思われる。

４ 形態記載

アサ Cannabis sativa Linn． 種子

種子は未炭化であるが、炭化した果皮がへばり付くものがしばしば見られる。種子は鈍い光沢のあ

る楕円状レンズ形で下端には楕円形の臍がある。

５ 考察

アサは、中央アジアからシベリア南部原産と言われる栽培植物であり、日本では古代以降において

繊維資源として重要な植物であった。遺跡からの出土例では、古い時期のもので鳥浜貝塚や北海道江

別太の縄文時代前期の出土例がある。本遺跡では、古墳時代前期（４世紀前半）に属する６号住居跡

の埋土中より出土した。住居跡より種子（果実）が出土したことから、繊維以外の利用が考えられ、

食用、採油用、薬用などの目的で住居内に持ち込まれた可能性が考えられる。

参考文献

笠原安夫 １９８６ 「栽培植物の伝播」『季刊考古学１５』雄山閣出版

40 第４章 自然科学分析



第５章 まとめ

ここではまとめとして、主要遺構を確認した東野Ⅱ期、Ⅳ期、Ⅴ期の遺構の変遷と配置について考

察する。

１ 東野Ⅱ期（縄文時代中期後葉）

（１）遺構と遺物について

東野Ⅱ期では、竪穴住居跡１軒、柱穴列１条、溝状遺構１条（竪穴住居跡周溝を除く）、集石遺構

１基、柱穴２６基、土坑２８３基を確認した。図２５６中の A、Bは縄文土器が多く出土した場所である。A、

Ｂにおける遺構を見ると、Aは、竪穴住居跡、柱穴列、溝状遺構、墓と考えられる土坑など、縄文時

代の遺構を複数確認している。Bは、SI２以外に縄文時代の遺構と断定できる遺構は存在しない。こ

の図から、Aは SH１を核にした活動範囲であると考えられる。Bは確実な遺構は存在しないが、縄

文土器が多く出土したことから、当該期に人が活動していた場所であると考えられる。Aと Bの出

土土器は、ほぼ同時期のものである。このことから、Aが居住域、Bが石器製作作業場やごみ捨て場

の可能性が考えられるが、Bの範囲に石核や剥片が特に多く出土しているわけではないため、石器製

作作業場ではなく、ごみ捨て場であった可能性が考えられる。

（２）土器について

出土した土器は、中期後葉のものが主体で、増子康真氏による東海地方の編年の取組式から島崎Ⅲ

図２５６ 縄文時代主要遺構図（S＝１／１，０００）
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式のものが多い（増子１９９９）。全体で見ると、文様では、口縁部に隆帯で文様を描く A類、口縁部に

沈線で文様を描く B類、口縁部文様を持たない D類が多く出土する。器形では、口縁部は直立、外

反、やや内彎するものが多く、加曽利 EⅢ式に見られるような強く内反するものは見当たらない。

このことは SH１出土土器でも同様に言え、形状が復元できるような土器はほぼ床面で出土しており、

住居の廃棄時、あるいはその直後に埋まったものであると考えられる。これらのことから、当遺跡 SH

１出土の縄文土器は、SH１機能時から廃絶時前後に使用された、一括性の高い資料と考えられる。

（３）石器について

当遺跡出土石器の様相について、可児市宮之脇遺跡 B地点、各務原市炉畑遺跡と比較する中で考

察する。宮之脇遺跡 B地点は、当遺跡とは木曽川をはさんで対岸にあり、木曽川と飛騨川の合流地

点の南、低位段丘面に立地する。炉畑遺跡は各務原山地の南、各務原台地南の縁辺部に立地する。当

遺跡とこれらの遺跡で出土した、石鏃、打製石斧、石錘、磨石・敲石類を抽出して組成を比較する。

図２５７から、当遺跡の石錘の割合が極めて少ないことが分かる。このことから、漁撈に適した水場

が少なかったと考えられる。宮之脇遺跡は、すぐ北東に川があることから、漁撈との関連が深く、石

錘が積極的に使用されていたと思われる。炉畑遺跡も多量の石錘が出土しているが、このことについ

て、近辺の湖沼やそれを源流とする小河川での使用を想定している（各務原市教育委員会１９７３）。石

錘と石鏃の出土割合から、当遺跡は、漁撈よりも狩猟を主として動物質食料を獲得していたと考えら

れる。近隣にありながら使用される石器が大きく異なることが判明した。

図２５７ 各遺跡における主要石器出土割合

図２５８ 各遺跡における石器石材割合
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次に打製石斧と磨石・敲石類の関係について宮之脇遺跡 B地点と比較する。中期においては、一

般的に打製石斧は根茎類を採集するための土掘り具、磨石・敲石類は堅果類を調理するための食料加

工具として考えられている。図２５７から、当遺跡や宮之脇遺跡の打製石斧は全体の約半数を占めるの

に対し、磨石・敲石類は全体の約１／８程度である。当遺跡と宮之脇遺跡の間に大きな差がないとい

うことは、周辺の自然植生や、採集の対象となる食材の量はあまり変わらなかった可能性が考えられ

る。長屋幸二氏は「東濃から各務原台地にかけての木曽川流域でも遺跡数が増加し、打製石斧も伴う

が、打製石斧が主体となる遺跡と主体とならない遺跡が混在する。」（長屋２００３）としているが、前述

から、当遺跡は打製石斧が組成の主体となる遺跡といえ、これは、食料の調達には地理的、環境的な

面が大きく作用していたといえるであろう。

次に、石材について当遺跡と宮之脇遺跡 B地点の、製品、非製品をあわせた石材の量で比較する。

図２５８から、当遺跡がチャートが約８０％（７０９／８９７点）を占めるのに対し、宮之脇でのチャートは約２３

％（７３６／３１５９点）ということがわかる。また、宮之脇では黒曜石の出土割合が約３９％（１２２１／３１５９点）

を占めるが、当遺跡ではわずか０．６％（５／８９７点）である。つまり宮之脇遺跡は、何らかの流通ルー

トにのって、黒曜石や黒曜石製品を多く手に入れていたのに対し、当遺跡は周辺にある石材を利用す

ることが多い傾向にあると考えられる。

土器の様式により中濃地域は大きくくくられる傾向にある。しかし、石器組成や石材割合から見る

と、近隣遺跡でありながら大きく異なる。これは、生活様式に違いがあると考えられる。矢野健一氏

は、動物質食料、植物質食料ともに遺跡間で補完的に利用する状況の存在を指摘しているが（矢野

２００４）、当遺跡が地域内でどのようなグループに属し、役割を担っていたかは定かではなく、今後の

検討課題である。

注 出土した土器のほとんどが中期後葉であることから、当遺跡出土石器もこの時期のものと考え、出土した石器全てを

出土点数、割合に反映している。

２ 東野Ⅳ期（古墳時代前期）

（１）東野Ⅳ期の集落の変遷について

東野Ⅳ期の遺物の大半が、廻間Ⅲ式の終末から松河戸１式前半期に属する。赤塚次郎氏によれば、

わずか２０～３０年間である（赤塚２００４）。第３章第６節でも述べたが、東野Ⅳ期は遺構の重複関係や出

土遺物から３時期に分けた。Ⅳ a期に属する遺構は SH１０である。これは、柳ヶ坪型壺や X脚の器台、

甑（有孔鉢）など、廻間Ⅲ式に比定できる遺物が出土していることを根拠とする。また、炉に川原石

が添えられていたという特徴を持つ。Ⅳ b期に属する遺構は SH２・SH４・SH７・SH９・SH１３・SH

１４・SH２１である。例えば、SH７と SB４の新旧関係についてみて考えてみる。SH７の床面で確認し

た廃棄儀礼として使用された可能性を持つ土坑（SP１３７）の上面に直口壺２９５が破片の状態で並べら

れており、SB４の南東角柱穴 SP６２から出土した破片と接合した。SP６２からの出土位置が、柱を埋め

る際の埋土中であることから、SH７が廃棄された後、SB４が建てられたと考えられる。他にも、SH

７で出土した山陰系口縁甕と同様の甕が出土した SH２や、SB２より遡り小型丸底壺が出土する SH

１４などがこの時期に属する。Ⅳ c期に属する遺構は、SH６・SH８・SH１１・SH１８・SB２・SB４・SB

６である。Ⅳ b期の遺構と重複するか、あるいは時期の遡る土器が出土していないことが根拠となる。
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図２５９ 古墳時代前期主要遺構変遷図（S＝１／１，０００）
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ただし、Ⅳ b期とⅣ c期の遺構間の重複関係のないものについては、より可能性の高い時期に分けて

いる。当遺跡の土器の様相からⅣ b期とⅣ c期は連続性があると考えられるため、実際は異なる時期

に属する、あるいは中間時期に存在した可能性もある。また、時期を細分できなかった竪穴住居跡や

掘立柱建物跡は、明らかにⅣ a期の遺物とは異なるため、Ⅳ b期、Ⅳ c期のいずれかに位置付けられ

ると考える。

時期分類した結果を図２５９にあらわした。Ⅳ a期は竪穴住居１軒で、段丘縁辺部からやや西に入る

こと、Ⅳ b期は竪穴住居７軒で、段丘の縁辺部の南北に広がること、Ⅳ c期は竪穴住居４軒と大型掘

立柱建物３棟からなり、段丘の縁辺部からやや西に入った場所に大型掘立柱建物群があり、その周囲

に竪穴住居群があることがわかる。つまり東野Ⅳ期の当遺跡の集落は、「集落の開始期（Ⅳ a期）→

集落の拡張期（Ⅳ b期）→集落の拠点化期（Ⅳ c期）」と変遷してきたと考えられる。

次に、各時期における集落の形態について考察する。Ⅳ b期の竪穴住居の主軸は、ほぼ一致するも

のが集まるが、Ⅳ c期の竪穴住居の主軸は多様である（図２６０）。Ⅳ c期の大型掘立柱建物の主軸は、

ほぼ一致する（図２６１）。これらのことから、Ⅳ b期は竪穴住居の主軸方位をそろえる傾向を持ちなが

ら段丘の縁辺部に南北に展開している。Ⅳ c期は大型掘立柱建物の主軸方位をそろえる傾向を持ちな

がら、その周囲に竪穴住居を展開している。先に述べたが、時期分類不能な竪穴住居跡や掘立柱建物

跡が存在するが、総合的に見て、Ⅳ b期の集落が段丘縁辺部を中心として展開し、Ⅳ c期の集落が大

型掘立柱建物を中心としてその周囲に竪穴住居が展開すると考えられる。

（２）竪穴住居の形態について

当遺跡で確認した東野Ⅳ期に属する竪穴住居跡１６軒のうち、SH６（Ⅳ c期）・SH１３（Ⅳ b期）・SH

１４（Ⅳ b期）・SH１８b（Ⅳ c期）の４軒は主柱穴が２本柱である。２本柱の竪穴住居は、県内でもほ

とんど類例がない。近隣の遺跡でも４本柱竪穴住居、あるいはそれと想定できるものがほとんどで、

２本柱竪穴住居は確認されていない。

当遺跡の２本柱竪穴住居に共通する特徴は、中型から小型の規模であること（図２６２）、炉が確認で

きなかったことが挙げられる。また、SH１８b以外の２本柱竪穴住居は焼失住居であったことも挙げら

れる。出土した遺物も SH６の鉄鎌や鉄鏃、SH１４の横位にして使用したと思われる土器３個体、SH１８

図２６０ 東野Ⅳ期（古墳時代前期）の

竪穴住居主軸方位分布図

図２６１ 東野Ⅳ期（古墳時代前期）の

掘立柱建物主軸方位分布図
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の勾玉など、やや特異性がみられ

る。ただし４本柱竪穴住居ではあ

るが、２本柱竪穴住居と同規模、

あるいはより小規模のものも確認

しているため、中・小型が２本柱

であるとは限らない。つまり２本

柱竪穴住居をつくる理由は大きさ

ではないといえる。

当遺跡の一辺が５m以上の竪穴

住居跡は、SH７（Ⅳ b期）・SH

１１（Ⅳ c 期）・SH２１（Ⅳ b 期）

の３軒である。SH２１は大部分が

調査範囲外のため全容は不明であ

るが、共通する特徴は、北東角部に貯蔵穴を持つこと、床下に建築儀礼に関連すると思われる土坑が

２基並ぶこと（SH７、SH１１）が挙げられる。Ⅳ c期に属する SH６（２本柱竪穴住居）と SH１１（大

型竪穴住居）には焼失住居という共通点がある。多量の炭化材が出土し、分析の結果、双方ともに建

築部材としてクリ材が多用されていたことが判明した。県内の遺跡では、やや大型の住居跡や祭祀的

要素のある住居跡などの特徴的な遺構で、クリ材を使う傾向があるといわれている（第４章第３節参

照）。建築部材としてのクリ材が出土した遺構には、関市の深橋前遺跡 SBA０５、SBF０５や、美濃加茂

市の尾崎遺跡第２４号住居跡、可児市から御嵩町に位置する柿田遺跡の SB１７などがある。例えば、深

橋前遺跡の SBA０５竪穴住居跡（弥生末～古墳初頭）は、同時期の他の５軒が急斜面に立地するのに

対し、尾根頂部の平坦面に位置し、水銀朱付着の銅鏃が出土している。また、同遺跡の SBF０５（弥生

末～古墳初頭）は筒状銅製品が出土している。尾崎遺跡の第２４号住居跡（弥生後期）は床面で完形の

土器が複数出土した「祭祀的要素を持つ遺構」とされている。柿田遺跡の SB１７（弥生後期～末）は

図２６２ 各遺跡の竪穴住居跡大きさ分布図

図２６３ ２本柱竪穴住居と大型竪穴住居遺構図（S＝１／１，２５０）
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一辺が約６．７mのやや大型の住居跡である。時期は異なるが、鉄鎌などが出土した SH６や、当遺跡で

は大型の住居跡である SH１１など、他遺跡のクリを建築部材にした遺構と特徴が似ている。当遺跡の

他の住居跡から出土した建築材の多くがクリ材ではないことから、SH６と SH１１は何らかの意図を

もって、ほぼ同時期につくられたと考えられる。このことから、当遺跡の中では大型竪穴住居と２本

柱竪穴住居が共存していた可能性が考えられる。推測ではあるが、図２６３中のⅣ c期の SH６と SH１１

の位置関係から、Ⅳ b期においても、大型 SH７、２１と２本柱 SH１３、１４が共存していた可能性が考え

られる。

（３）大型掘立柱建物について

当遺跡では、東野Ⅳ期に属する一辺５mを超える掘立柱建物跡を３棟確認している（図２６４）。この

時期のものとしては、県内では最大級である。古墳時代前期の大型掘立柱建物の事例は少なく、可児

郡御嵩町顔戸南遺跡で２棟確認されている。

当遺跡で確認された掘立柱建物跡と顔戸南遺跡で確認された古墳時代に属する掘立柱建物の大きさ

を比較する（図２６５）。当遺跡のものがいかに長大であるかがわかる。東海地方で古墳時代前期の大型

掘立柱建物跡が確認されている遺跡に静岡県浜松市大平遺跡がある。三方原台地の最南端に位置する

点で、当遺跡と立地条件が似ている。この大平遺跡では、一辺が６mを超える大型掘立柱建物を１４棟

確認しており、さらに竪穴住居と掘立柱建物を囲む柵列や溝も確認している。鈴木敏則氏はこの集落

図２６４ 当遺跡の大型掘立柱建物跡（S＝１／１５０）
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の全体を、①囲いを持つ建物群で構成される空間②大型竪穴住居と掘立柱建物で構成される空間③掘

立柱建物で構成される空間④小型の竪穴住居と掘立柱建物で構成される空間の４つに分けている。そ

の中で、①もしくは②に最有力者が居宅を構えていたとしている（鈴木１９９０）。当遺跡も、居館集落

とはいえないまでも、これだけ長大な掘立柱建物が存在することから一般集落とは考えにくく、周辺

地域の中心的な集落であった可能性が高いと思われる。

注 図２６５中の顔戸南遺跡の時期は、Ⅱ期が廻間Ⅱ式～松河戸Ⅰ式１期並行、Ⅲ a 期が松河戸Ⅰ式２期～Ⅱ式並行で設定し

ている。

（４）前山古墳との関連性

前項までに、東野Ⅳ期は周辺地域の中心的な集落であった可能性を指摘してきた。しかし、Ⅳ c期

に中心的な集落へと変化しながら、その後集落が廃絶する。次に当遺跡に人が入るのは６世紀後半の

古墳時代後期である。このことについて、当遺跡の南約８００mにあったといわれる前山古墳との関連

性から考えてみたい。

前山古墳は古墳時代前期の古墳である。標高１１８mの丘陵上に位置するが、墳丘は現状ではほとん

ど確認できない。しかし、徳田誠志氏によると、古墳が位置するであろう尾根幅が２０mないことから、

最大でも２０m前後の円墳であると推定されている。さらに、主体部は、石室に利用された石材が確認

できず、水田面下に良質な粘土が産出することから粘土槨であると推定されている（徳田１９９３）。古

墳は丘陵の北向きの斜面に立地し、北と北東には当遺跡の立地する広大な平坦地が広がる。つまり、

当遺跡は前山古墳の北北東に位置することになる。

次に、この古墳から明治年間に４面の鏡が出土しているが、このうちの捩文鏡、変形四獣鏡、珠文

鏡各１面について述べる。

（a）捩文鏡（図２６６－a）

径１１．７㎝の鏡である。外区は、素文縁で、その内側に二重の鋸歯文帯が巡る。内区は、外から櫛歯

文帯、珠文帯、捩文帯＋四乳、二重圏線、珠文帯の順になる。捩文帯は中心に向かい二重の弧を２０組

配置し、その間を櫛歯文で充填する。

図２６５ 掘立柱建物跡の大きさ分布図
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（b）変形四獣鏡（図２６６－b）

径９．３㎝の鏡である。外区は素文縁で、その内側に鋸歯文帯が巡る。内区は、外から櫛歯文帯、四

獣文帯＋四乳、圏線の順になる。四獣文帯は、四獣と獣毛文を充填する。

（c）珠文鏡（図２６６－c）

径７．７㎝の鏡である。径７．２㎝のものも出土しているが、ほぼ同じ文様のためここでは割愛する。外

区は、素文縁である。内区は、外から櫛歯文帯、素文帯、珠文帯、二重圏線、珠文帯、二重圏線の順

になる。外側の珠文帯は珠文間が狭い。

これら４面の鏡は、森下章司氏の編年（森下２００２）から、古墳時代前期後半の捩文鏡系、珠文鏡系、

四獣鏡系に位置付けることができる。前山古墳の築造時期も、概ね古墳時代前期後半と考えられ、東

野Ⅳ期と重なる。

以上の立地条件や出土鏡の時期及び築造時期は、前山古墳が当遺跡と関わりの深い可能性を伺わせ

る。当遺跡が竪穴住居と大型掘立柱建物が共存する比較的規模の大きな集落を営んでいたにもかかわ

らず、古墳時代前期後半の四半世紀程度の期間しか機能しなかった背景には、当遺跡に拠点を置いた

首長の死があったのではないだろうか。当遺跡周辺の古墳時代前期・中期首長墓系譜は前山古墳を単

独としており、当遺跡Ⅳ期集落の消長との一致は偶然とは考えがたい。

注 図２６６は、写真からトレースした略側図であり、細部の表現は省略している。

古墳出土鏡の時期は、赤塚氏のご教示による。

３ 東野Ⅴ期（古墳時代後期）

（１）古墳時代後期の集落の変遷について

東野Ⅴ期（古墳時代後期）の土器は６世紀末から７世紀中頃まで確認できる。遺構の重複や出土遺

物から、Ⅴ a期は６世紀末から７世紀初頭、Ⅴ b期は７世紀初頭から前半、Ⅴ c期は７世紀前半と時

期設定した。古墳時代後期の主要遺構の変遷は、図２６７のとおりである。東野Ⅴ期になると、Ⅳ期が

段丘の縁辺部を中心に展開するのに対し、段丘の縁辺部から少し西方へ離れる傾向にある。須恵器や

（a）捩文鏡 （b）変形四獣鏡 （c）珠文鏡

図２６６ 前山古墳出土鏡略図（S＝約１／２）
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図２６７ 古墳時代後期主要遺構変遷図（S＝１／１，０００）
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土師器は、確認した遺構周辺での出土が多く、生活範囲は

当遺跡調査地の中央部であったと考える。さらに、当遺跡

調査地南側の山林や畑地で須恵器が表採できることから、

集落は南に広がる可能性がある。確認した竪穴住居跡の主

軸方位は図２６８のとおり、ほぼ一致する。また SH１７を除い

て、どの住居跡においても北壁で竈跡を確認した。掘立柱

建物跡は２棟確認したが、SB１２は北辺を確認したのみで

あるため、ここでは言及しない。SB８は当遺跡で唯一の

総柱建物である。２間×２間の総柱建物は、県内では現在

までのところ４遺跡で９棟確認されている。関市末洞遺跡

では総柱建物を４棟確認しており、時期は明確ではない

が、遺跡の様相から７世紀後葉に属する豪族居宅の倉庫の

可能性を指摘している（伊藤２００５）。また、山中聡氏・石毛彩子氏は、２間×２間の総柱建物は豪族

居宅の倉庫に最も多く認められる平面形式で、豪族居宅の倉庫全体の約６０％を占めること、１０～１５㎡

の面積のものが約６０％を占めることを指摘している（山中・石毛１９９８）。SB８も同様の形態・規模で

あることから、倉庫として機能していた可能性が考えられる。ただし、SB８がどの主屋に属するか

は分からない。すぐ東に SH１９があるが、この住居との関連性は不明である。

（２）古墳時代後期の集落の出現と廃絶について

集落の時期について考える。当遺跡のこの時期の集落は、出土土器から６世紀後半に出現若しくは

図２６８ 東野Ⅴ期（古墳時代後期）の

竪穴住居主軸方位分布図
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再開し、７世紀前半からおそくとも中頃には移動若しくは廃絶した可能性が考えられる。表２１５から、

周辺の遺跡で６世紀後半から７世紀前半の集落を確認している遺跡は、可児市宮之脇遺跡、美濃加茂

市今遺跡、牧野小山遺跡、針田遺跡、野笹遺跡、佐口遺跡、尾崎遺跡、富加町東山浦遺跡などがある。

その中で、当遺跡と同様に６世紀後半に出現若しくは再開し、７世紀前半からおそくとも中頃には移

動若しくは廃絶した可能性をもつ遺跡は、今遺跡、針田遺跡、野笹遺跡となる。これら以外の遺跡は、

少なくとも２世紀以上に渡って集落としての機能を存続させており、短期間の集落は、この時期に出

現・再開し、移動・廃絶している。渡邉博人氏は県内の２７遺跡を取り上げ、「６世紀後葉に出現・再

開を主とするのに対し、７世紀前葉は移動・廃絶を主としている」遺跡が多く、「出現・再開（６１．５

％）と移動・廃絶（６３．６％）の割合がほぼ同じとなっている」ことに着目している（渡邉２００３）。さ

らに、「このような傾向は、それぞれの地域が置かれた地理的条件に関わるとも考えられるが、その

背景には地域の政治的・社会的変化の重要な要素として関わっていると考えられる」としている。当

遺跡もこれに当てはまる集落で、地理的要因だけでなく、何らかの政治的・社会的要因によって出現・

再開し、移動・廃絶した可能性が考えられる。

おわりに

当遺跡では３８４０基の遺構を検出したが、時期や性格が判明したものは少なく、多数の土坑が時期、

性格が不明のままである。これらの土坑を形状や埋土状況などで分類し、分布状況を確認したが、特

筆すべき事項は認められなかった。今後はこれら土坑の位置づけが課題である。

最後に、調査の結果として得られた考古学的成果と、当遺跡の評価を箇条書きにし、本書のまとめ

とする。

・最も大きな成果は、古墳時代前期の竪穴住居跡と大型掘立柱建物とがある、規模の大きな集落であっ

たことが明らかになった点である。現状では、当該期の周辺遺跡では、大型掘立柱建物跡は認めら

れず、この地域の中心的な集落であった可能性が高いと考えられる。

・縄文時代中期後葉の竪穴住居跡から出土した土器は、出土状況から時期的にまとまりのある資料で

あることが判明した。

・古墳時代後期は、６世紀後半から７世紀前半の集落を確認したことで、周辺地域と比較的同じ時期

に集落が展開していたと考えられる。
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調査区全景（１） 図版１

A区東全景（上が北）

A区西全景（上が北）



図版２ 調査区全景（２）

B 区全景（上が北）

C区全景（右が北）



縄文時代の遺構（１） 図版３

SH１（南から）

SP２５土層断面（南西から） SP２３（南から）

SP２２土層断面（南から） SP２１（南から）



図版４ 縄文時代の遺構（２）

SH１北東区遺物出土状況（北から） SH１南西区遺物出土状況（南西から）

SH１南東区遺物出土状況（東から） 用途不明土製品出土状況（南から）

SZ１埋甕出土状況①（西から） SZ１埋甕出土状況②（東から）

SZ１埋甕出土状況③（東から） SZ１（東から）



縄文時代の遺構（３） 図版５

SI２（東から） SK１５遺物出土状況（南から）

SK３４遺物出土状況（南から） SK３４（南から）

SK６５遺物出土状況（南西から） SK６５（南から）

SK３１３遺物出土状況（南東から） SK３１３（北から）



図版６ 縄文時代の遺構（４）

SK９３３遺物出土状況（北から） SK９３３（北から）

SK９３５土層断面（北東から） SK９３５（東から）

SK９５２検出面遺物出土状況（北から） SK９５２遺物出土状況（北から）

SK９７８遺物出土状況（南から） SK９７８（北から）



古墳時代前期の遺構（１） 図版７

SH２（西から）

SH２検出状況（南西から） SH２東西土層断面（北から）

SP３７土層断面（南から） SP３６（東から）



図版８ 古墳時代前期の遺構（２）

SH２遺物出土状況（南から）

SH２東西畦付近遺物出土状況（北から） 重なって出土した高坏の上側（南東から）

SH２南西角付近遺物出土状況（西から） 重なって出土した高坏の下側（南東から）



古墳時代前期の遺構（３） 図版９

SH３（南から）

SP３２土層断面（南から） SF１土層断面（南から）

SP３２（南から） SF１（西から）



図版１０ 古墳時代前期の遺構（４）

SH４（南から）

SH４床面検出状況（南東から） SF２（東から）

ミニチュア甕出土状況（西から） SP１１８遺物出土状況（南から）



古墳時代前期の遺構（５） 図版１１

SH５土層断面（南東から）

SH５（東から） SP３５土層断面（東から）

SH６（東から）



図版１２ 古墳時代前期の遺構（６）

SP２０４土層断面（南から） SP２０５（北から）

SP２０６遺物出土状況（西から） 鉄鎌出土状況（西から）

SP２０６炭化材内部完掘状況（北から） 植物化石出土状況（東から）

SP２０６掘形完掘状況（北から） SH６南東区焼土出土状況（西から）



古墳時代前期の遺構（７） 図版１３

SH７（東から）

SP１３３土層断面（西から） SF４土層断面（西から）

SP１３１（南から） SF４（南から）



図版１４ 古墳時代前期の遺構（８）

SD７・８（西から） SP１３９（南から）

SP１３７遺物出土状況（北から） SP１４１・１４２（南から）

SH７床下遺構土層断面（南から） SH７床下遺構（南東から）

SH７遺物出土状況（南から） 管玉出土状況（北から）



古墳時代前期の遺構（９） 図版１５

SH８（西から）

SP１２５土層断面（南から） SF３検出状況（南から）

SP１２４（北から） SF３（南から）



図版１６ 古墳時代前期の遺構（１０）

SH８北東区遺物出土状況①（北から） SH８北東区遺物出土状況②（南西から）

SH８南東区遺物出土状況①（南から） SH８南東区遺物出土状況②（北から）

藁状炭化材出土状況①（南から） 藁状炭化材出土状況②（南から）

炭化材出土状況（南から） 床面出土焼土及び炭化材出土状況（南から）



古墳時代前期の遺構（１１） 図版１７

SH９（西から）

SP１４３土層断面（南から） SP１４５（南から）

SF５（南から） SH９遺物出土状況（南西から）



図版１８ 古墳時代前期の遺構（１２）

SH１０（南から）

SP２１２土層断面（南から） SF７（北から）

SP２１２（北から） SH１０遺物出土状況（北西から）



古墳時代前期の遺構（１３） 図版１９

SH１１（南から）

SP１６２（北西から） SP１５７（北から）

SP１５８（西から） SP１５９遺物出土状況（南から）



図版２０ 古墳時代前期の遺構（１４）

SH１１北西区遺物出土状況①（西から） SH１１北西区遺物出土状況②（西から）

SH１１北東区遺物出土状況①（西から） SH１１北東区遺物出土状況②（南東から）

SH１１中央区遺物出土状況①（南東から） SH１１中央区遺物出土状況②（東から）

SH１１南中央区遺物出土状況（南東から） SH１１南西区遺物出土状況（南から）



古墳時代前期の遺構（１５） 図版２１

SH１２（西から）

SF６検出状況（西から） SP１７８検出状況（南東から）

SP１７５土層断面（南から） SP１７８（南から）



図版２２ 古墳時代前期の遺構（１６）

SH１３（西から）

SP１９２土層断面（南から） SP１９３（南から）

SH１３高坏出土状況（南から） SH１３焼土及び炭化材出土状況（東から）



古墳時代前期の遺構（１７） 図版２３

SH１４南区（北から）

SH１４北区（北から）



図版２４ 古墳時代前期の遺構（１８）

SP２５２土層断面（北から） SP２５３検出状況（東から）

SP３３７（北から） SP２５３（北から）

SH１４北区遺物出土状況（北東から） SH１４南西区遺物出土状況（北から）

SH１４焼土及び炭化材出土状況（東から） SH１４南東区遺物出土状況（北から）



古墳時代前期の遺構（１９） 図版２５

SH１８＜SH１８B＞（東から）

SH１８貼床除去後＜SH１８A＞（東から）



図版２６ 古墳時代前期の遺構（２０）

SP２８４土層断面（西から） SP２８４（南から）

SP２９２土層断面（南から） SP２９２（南東から）

SP２８７（東から） SP２８８（西から）

SH１８南東区勾玉出土状況（北から） SH１８北西区高坏出土状況（西から）



古墳時代前期の遺構（２１） 図版２７

SH２１（北東から）

SP３４２及び SM２・３検出状況（東から） SM２土層断面（東から）

SP３４２（北東から） SH２１北区遺物出土状況（東から）



図版２８ 古墳時代前期の遺構（２２）

SH２１（北から）

SP３４７土層断面（西から） SF１３（北東から）

SP３４７（北から） SF１３燃焼部土層断面（北東から）



古墳時代前期の遺構（２３） 図版２９

SB２南部（北から）

SB２北部（北から）



図版３０ 古墳時代前期の遺構（２４）

SP４６土層断面（北から） SP３１４土層断面（南から）

SP４６（北から） SP３１６（北から）

SB３（北から）



古墳時代前期の遺構（２５） 図版３１

SB４（西から）

SB６及び SA７（北から）



図版３２ 古墳時代前期の遺構（２６）

SB９（西から）

SB１０（南から）



古墳時代前期の遺構（２７） 図版３３

SB１１（北から）

SB１３・１４（北から）



図版３４ 古墳時代前期の遺構（２８）

SA１（南から）

SA３（西から）



古墳時代前期の遺構（２９） 図版３５

SK１７４（南から） SK１９９（南西から）

SK４６１（南から） SK５３０（南東から）

SK５５７（南西から） SK５５７とその周辺（北から）

SK１４０５（北から） SK２１７５（南から）



図版３６ 古墳時代前期の遺構（３０）

SI１遺物出土状況①（西から） SI１遺物出土状況②（西から）

SI１（南西から） SK５１遺物出土状況（南東から）

SK３５６遺物出土状況（南から） SK４４０遺物出土状況（南から）

SK４４８（南から） SK５５６（西から）



古墳時代前期の遺構（３１） 図版３７

SK６９２遺物出土状況①（東から） SK６９２遺物出土状況④（東から）

SK６９２遺物出土状況③（東から） SK６９２（南から）

SK２０５９・２０６０・２０６１（西から） SK２０５９（北から）

SK２０６０（北から） SK２０６１（北から）



図版３８ 古墳時代後期の遺構（１）

SH１５（北東から）

SP２２１（北から） SF８（東から）

SF８燃焼部遺物出土状況（北から） SF８下土坑群（北から）



古墳時代後期の遺構（２） 図版３９

SH１６（南東から）

SH１６貼床除去後（南東から）



図版４０ 古墳時代後期の遺構（３）

SF１０（南東から） SF１０燃焼部遺物出土状況（南東から）

SP２５８検出状況（南東から） SP２６２（南から）

SP２５８土層断面（南から） SH１６床下整地層断面（西から）

SP２５８（南から） SH１６高坏出土状況（西から）



古墳時代後期の遺構（４） 図版４１

SH１７（南西から）

SH１７貼床除去後（北から）



図版４２ 古墳時代後期の遺構（５）

SH１９（北から）

SP２９８土層断面（南から） SF１１（南から）

SP２９７（南から） SP３０２（南西から）



古墳時代後期の遺構（６） 図版４３

SH２０（南東から）

SP３０８土層断面（南から） SF１２検出状況（南西から）

SP３１１及び SM１（北から） SF１２燃焼部遺物出土状況（西から）



図版４４ 古墳時代後期の遺構（７）

SB８（北東から）

SB１２西部（西から）



古墳時代後期及び古代の遺構 図版４５

SK７９土層断面（北西から）

SK７９（南西から） SK７９遺物出土状況（北西から）

SZ２土層断面（南西から） SZ２遺物出土状況①（南西から）

SZ２遺物出土状況②（南西から） SZ２（南西から）



図版４６ 古代の遺構（１）

SD３１（北東から）

SD３１CD土層断面（北から） SD３１GH 土層断面（南東から）

SD３１MN 土層断面（南東から） SD３１遺物出土状況（北東から）



時期不明の遺構（１） 図版４７

SB５（北から）

SB７（北西から）



図版４８ 時期不明の遺構（２）

SA５（西から）

SA８（南から）



時期不明の遺構（３） 図版４９

SK８４９土層断面（北東から） SK８４９（南から）

SK１７１８・１７３７とその周辺（北から） SK１７１８土層（南西から）

SK１７３７（南西から） SK１７１８（西から）

SK３３１５南西区土層断面（西から） SK３３１５（北から）



図版５０ 旧石器時代及び縄文時代の遺物
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縄文時代の遺物（１） 図版５１

４８３６

１０

１７
１２

１６

１８

２０

５０

４９ ２２
３３

２３

５９
２４２５１１

１９

４４

４６
４７

４５ ３５
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図版５２ 縄文時代の遺物（２）

５２ ３４２６ ３９

２８
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４２

４１

４３
３７

３８ ５４ ５５ ５６

５７

５８
６０

SH１出土遺物③



縄文時代の遺物（３） 図版５３
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図版５４ 縄文時代の遺物（４）
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SP・SK 出土遺物



縄文時代の遺物（５） 図版５５
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図版５６ 縄文時代の遺物（６）
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縄文時代及び弥生時代の遺物 図版５７
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図版５８ 古墳時代前期の遺物（１）
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古墳時代前期の遺物（２） 図版５９
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図版６０ 古墳時代前期の遺物（３）

２５１
２５２ ２６６
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SH６出土遺物①



古墳時代前期の遺物（４） 図版６１
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SH６出土遺物②



図版６２ 古墳時代前期の遺物（５）
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古墳時代前期の遺物（６） 図版６３
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図版６４ 古墳時代前期の遺物（７）
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古墳時代前期の遺物（８） 図版６５
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図版６６ 古墳時代前期の遺物（９）
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古墳時代前期の遺物（１０） 図版６７
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図版６８ 古墳時代前期の遺物（１１）
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古墳時代前期の遺物（１２） 図版６９
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図版７０ 古墳時代前期の遺物（１３）
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古墳時代前期の遺物（１４） 図版７１
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図版７２ 古墳時代前期の遺物（１５）
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古墳時代前期の遺物（１６） 図版７３
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図版７４ 古墳時代前期の遺物（１７）
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古墳時代前期の遺物（１８） 図版７５
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図版７６ 古墳時代前期の遺物（１９）
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古墳時代後期の遺物（１） 図版７７
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図版７８ 古墳時代後期の遺物（２）
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古墳時代後期の遺物（３） 図版７９
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図版８０ 古墳時代後期及び古代の遺物
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古代以降の遺物 図版８１
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図版８２ 試料採取状況と堆積物中の鉱物顕微鏡写真

（鉱物スケール：０．２mm）
１．東側端地点の試料採取位置 ２．バブル型 Y 字状火山ガラス b２（№１０）
３．軽石型スポンジ状火山ガラス p２（№３） ４．単斜輝石（№１） ５．斜方輝石（№５）
６．角閃石（№５） ７．磁鉄鉱（№８）



炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真（１） 図版８３

１a‐１c：イヌガヤ（樹種№６０３） ２a‐２c：マツ属複維管束亜属（樹種№６８５）
３a‐３c：マツ属 or コウヤマキ 根材（樹種№３３５） a：横断面 b：接線断面 c：放射断面



図版８４ 炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真（２）

４a‐４c：コウヤマキ（樹種№１６４） ５a・５c：スギ（樹種№７３） ６c：スギ（樹種№４５３）
７a‐７c：ヒノキ（樹種№３１１） a：横断面 b：接線断面 c：放射断面



炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真（３） 図版８５

８a・８c：ヒノキ属（樹種№５８３） ９c：ヒノキ属（樹種№５９７ PLD‐２４４０）
１０a‐１０c：イヌシデ節（樹種№１２５‐１） １１a‐１１c：ハンノキ亜属（樹種№１６８）
a：横断面 b：接線断面 c：放射断面



図版８６ 炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真（４）

１２a：アカガシ亜属（樹種№７６４‐１ PLD‐２４４１） １３a・１３c：アカガシ亜属（樹種№６２２）
１４a‐１４c：コナラ属（アカガシ亜属根材？）（樹種№４６２） １５a‐１５c：コナラ節（樹種№７８）
a：横断面 b：接線断面 c：放射断面



炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真（５） 図版８７

１６a‐１６c：クヌギ節（樹種№２１０） １７a‐１７c：クリ（樹種№２２９） １８a‐１８c：シイノキ属（樹種№８１０）
a：横断面 b：接線断面 c：放射断面



図版８８ 炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真（６）

１９a・１９c：ツブラジイ（樹種№６９１‐１） ２０c：ツブラジイ（樹種№７２５‐２） ２１a‐２１c：ニレ属（樹種№８４０）
２２a‐２２c：ケヤキ（樹種№１２５‐１） a：横断面 b：接線断面 c：放射断面



炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真（７） 図版８９

２３a‐２３c：モクレン属（樹種№１８） ２４a‐２４c：サクラ属（樹種№１９２） ２５a‐２５c：マタタビ属（樹種№６０６）
a：横断面 b：接線断面 c：放射断面



図版９０ 炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真（８）

２６a‐２６c：キハダ（樹種№２５） ２７a‐２７c：ヌルデ（樹種№１８５） ２８a‐２８c：モチノキ属（樹種№９１）
a：横断面 b：接線断面 c：放射断面



炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真（９） 図版９１

２９a‐２９c：カエデ属（樹種№６４２） ３０a‐３０c：ムクロジ（樹種№５０３） ３１a‐３１c：ケンポナシ属（樹種№７８１）
a：横断面 b：接線断面 c：放射断面



図版９２ 炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真（１０）

３２a‐３２c：ツバキ属（樹種№１７７） ３３a‐３３c：サカキ（樹種№１２１） ３４a‐３４c：ヒサカキ（樹種№７１７）
a：横断面 b：接線断面 c：放射断面



炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真（１１） 図版９３

３５a‐３５c：ミズキ属（樹種№３９） ３６a‐３６c：ツツジ科（樹種№３２６） ３７a‐３７c：ツツジ科（樹種№４５２）
a：横断面 b：接線断面 c：放射断面



図版９４ 炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真（１２）

３８a‐３８c：エゴノキ属（樹種№４） ３９a‐３９c：トネリコ属（樹種№１７５） ４０a‐４０c：環孔材 A（樹種№８５１）
a：横断面 b：接線断面 c：放射断面



炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真（１３） 図版９５

４１a‐４１c：広葉樹 A（樹種№３５０） ４２a：樹皮（樹種№５１） ４３a：ススキ属（樹種№５５２）
４４a：タケ亜科（樹種№１５１‐１） ４５a：タケ亜科根茎（樹種№６０１‐１）
a：横断面 b：接線断面 c：放射断面



図版９６ 土器胎土と粒子顕微鏡写真

１．№１ 胎土（スケール；２００μm） ２．№２ 胎土（スケール；２００μm） ３．№３ 胎土（スケール；２００μm）
４．№４ 胎土（スケール；２００μm） ５．№５ 胎土（スケール；２００μm） ６．№６ 胎土（スケール；２００μm）
７．№７ 胎土（スケール；２００μm） ８．№８ 胎土（スケール；２００μm）
９．№２ 胎土中の斑晶質（スケール；１００μm） １０．№５ 胎土中の骨針化石（スケール；１００μm）
１１．№５ 胎土中のガラス質（スケール；１００μm） １２．№８ 胎土中の珪藻化石 Melosira ambigua（スケール；２０μm）
１３．№８ 胎土中の珪藻化石 Cyclotella 属と Melosira 属（スケール；２０μm）
１４．№８ 胎土中の珪藻化石 Diploneis 属（スケール；２０μm）
１５．№８ 胎土中の珪藻化石 Cymbella 属（スケール；２０μm）



竪穴住居跡床面から検出された粘土塊 図版９７

１．７号竪穴式住居跡出土粘土塊（№９１４３） ２．１４号竪穴住居跡出土粘土塊（№１２８４８）
３．１４号竪穴住居跡出土粘土塊（№１２８４８） ４．１４号竪穴住居跡出土粘土塊（№１２８４８）



図版９８ 出土した大型植物化石

１～９．アサ、種子、６号竪穴住居跡／№７５５１（スケールは１㎜）
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所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

東野遺跡 集落跡 縄文中期

古墳前期

古墳後期

古代

竪穴住居跡 ２２軒

掘立柱建物跡 １２棟

柱穴列 ８条

竪穴状遺構 ７基

周堤状遺構 ３基

炉跡・竈跡 １３基

集石遺構 ２基

溝状遺構 ３５条

土器埋設遺構 ２基

柱穴 ４３７基

土坑 ３２９７基

縄文土器、土製品、

石器、弥生土器、

土師器、石製品、

須恵器、灰釉陶器、

山茶碗

約２万３千点

古墳時代前期の竪

穴住居跡群、大型

掘立柱建物跡群か

らなる、地域の中

心的集落を確認

要 約

東野遺跡は、縄文時代中期後葉、古墳時代前期、古墳時代後期、古代の遺構を確

認した遺跡である。特筆すべき点は、各時代の比較的短期間のまとまった土器群が

出土したことから、それぞれの時代で、短期間に集中して集落を形成していたこと

である。特に古墳時代前期は、４世紀前半の竪穴住居跡と大型掘立柱建物跡が見つ

かり、美濃加茂盆地周辺の中でも規模の大きい集落が段丘の縁辺部に広がっていた

ことが判明した。また、集落跡からの出土例が稀な鉄鎌が竪穴住居跡から出土した。

これらの成果から、当遺跡は古墳時代前期には美濃加茂盆地周辺の遺跡の中でも中

心的な集落の一つであったと考えられる。
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